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令和６年第４回枝幸町議会定例会会議録  

 

○議事日程（第１号）  

令和６年１２月１７日（火曜日）   午前１０時００分開会 

第 １        会議録署名議員の指名 

第 ２        会期の決定 

第 ３        諸報告 

第 ４        行政報告・教育行政報告 
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計補正予算) 
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ルフ場） 
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改正する条例について 
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（午前１０時００分）  

◎開会・開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆さんおはようございます。 

おはようございます。令和６年度もいよいよ 12 月になりまして、残すところ半月

足らずということになりました。我々は、新しい年が穏やかで豊かになってもらいた

いという願いを込めてお話するわけでありますが、それが最近は、ことごとく裏切ら

れているいうようなそういう状況であります。 

能登地方に思いをいたしますと、自然というのは、これまで厳しいのかという思い

をいたします。我々も防災について、今一度考えてみる必要があるのではないかなと

いうふうに思います。 

今、教育現場で GIGA スクール構想ということで、IT 機器を使って、小学校、中学

校の IT を使った教育が進められておりますが、もちろん、そういうのは重要であり

ますし、有効のあるものだというふうに思いますが、この教育の先進国であるフィン

ランドなんかも、最近は IT 機器から教科書なんかも、紙の教科書に変えつつあると

いうような状況であります。物事には全て表裏一体のものがありまして、有効的なも

のがあれば、マイナスの部分もあると、フィンランドの先進国であるがゆえに、その

負の部分も気がついたのではないかなというふうに思います。 

今、特に問題になっているのが、SNS の大問題ということであります。 

オーストラリアでは、16 歳以下の SNS の禁止ということが法制化をされましたし、

先進国でもこの SNS の使用ということに関しては大変危惧を持って対策をしているよ

うに思います。SNS は大変便利な重要なツールでありますので、これからなくそうな

んていうことは、それはできないでしょうけども、であるがゆえに、やはり子供たち

に小さい頃から、やっぱり SNS の使用のこととか、安全対策をきちっと教えていかな

ければならないのではないかなというふうな気がいたします。 

本日は、枝幸高校 1 年生の皆さんが傍聴に見えられます。議員各位が、どういうこ

とを思い、町の方と議論をしているのか、感じていただければ大変いいかなというふ

うに思いますし、高校生の皆さんに、政治のことについて少しでも興味を持っていた

だければ幸いかなというふうに存じます。 

それから本日報道機関の記者席からの写真撮影と町広報担当者の議場内での写真撮

影を許可しております。 

それからマスクの着用でありますが、議員の中から一般質問の間だけでもマスクを

外させてほしいという申し出がありましたが、議会運営委員会で協議した結果、今、

現時点で大変なウイルス感染症が蔓延しておりますので、今回は、従来通りマスクの

着用と手指の消毒、それから空気の入れ替えを実施してまいりたいと思いますので、

どうか皆さんのご協力をよろしくお願いいたします。 

それでは、ただいまより令和６年第４回枝幸町議会定例会を開会いたします。 

これより本日の会議を開きます。 

出欠状況についてご報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は 12 名全員であります。定足数に達しますので、会議は成立

をいたします。 

それでは、議事日程に従いまして会議を取り進めさせていただきます。 

（開会 午前１０時０４分） 
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◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名をいたします。 

 ６番小林正浩議員、７番石川 勝議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 会期の決定 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 会期の決定についてお諮りをいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会において協議し、本日から 18 日までの２日間

としたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から 18 日までの２日間と決定いたしました。 

 

◎日程第３ 諸報告 

○議長（小原 仁君） 日程第３ 諸報告に移らせていただきます。 

議会の諸報告でございますが、それぞれ皆さんのお手元に配付しております通り、

９月 10 日開会の第３回定例会以降の会議等についての内容でございますので、主な

ものだけを報告させていただきます。 

第１回議会改革特別委員会幹事会は、第３回定例会終了後の９月 12 日に開催し、

第３回議会改革特別委員会の実施に先立ち、子育て世代と議員との意見交換会、枝幸

高校の生徒との懇談会の実施に向けた事前協議、白老町議会への行政視察研修の実施

についての事前協議を行いました。 

第３回議会改革特別委員会は 10 月 10 日に開催し、幹事会での事前協議をした内容

について決定したところであります。 

常任委員会は、町内行政常任委員会、両常任委員会の町内行政視察は 10 月 18 日に

開催し、オホーツク枝幸漁港（山臼地区）でありますが漁船上下架施設、こども家庭

センターなど５つの施設を視察し、これらの事務・事業実施の効果について担当課よ

り説明を受け、所管事務調査を行いました。 

11 月 13 日に東京都で開催の第 68 回町村議会議長全国大会に私と事務局長が参加

し、北海道における交通体系に関する要望が採択されました。また、中央大学法科大

学院教授の野村修也氏による講演では、これからの人口減少・少子高齢化に対応した

取り組みとして、AI を活用した SDGs 関係の社会的課題解決の事業展開が、これから

目指すべきものであるという講演を受けました。 

別海町議会オンライン行政視察研修は 11 月 22 日に実施し、別海町議会で行われて

いる一般質問検討会議の状況を視察いたしました。 

議会広報編集特別委員会は第８回を９月 13 日に開催し、議会広報では初の取り組

みである町民インタビューの掲載に向けて、受けていただける方の選定を行い、９月

24 日、26 日の両日に２家族の方々に対してインタビューを実施いたしました。 

また、第９回目を 10 月 29 日に開催し、議会だより第 70 号の発行に向けた編集作

業を行い、11 月 28 日に発行し、各家庭への配布をしております。このたびの議会広

報は、町民インタビューを掲載したことや、カラー印刷の多用などにより、大変親し
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みやすい広報であったと町民の皆様からのお声をいただきました。今後とも、町民の

方々に読んでいただける議会広報を目指して、取り組んでまいりたいと存じます。 

第 10 回目は今月 12 日に開催し、今定例会を主な内容とした議会だより第 71 号の

編集に向けた協議を行いました。 

第２回議会改革特別委員会幹事会は 11 月 29 日に開催し、枝幸高校の教員をお招き

して、高校生との懇談会の開催日程や方法などについて、本委員会の開催に向けた事

前協議を行いました。 

総務文教常任委員会は今月３日に開催し、デジタル防災無線の整備についてなど、

計３件の所管事務調査を行いました。 

産業厚生常任委員会は、今月４日に開催し、歌登児童福祉施設複合化改修事業及び

フォレストピアホールについてなど、計３件の所管事務調査を行いました。 

議会運営委員会は今月 12 日に開催し、今定例会の議事運営の審議が行われており

ます。 

その他の活動としましては、10 月 16 日及び 11 月６日の開催のファミリーサポー

ト講習会に議員が参加したほか、今月７日開催の枝幸地区歳末チャリティ、また 14

日開催の歌登地区歳末チャリティに議員会として参加をさせていただきました。 

以上、簡単でありますが、議会の事務報告とさせていただきます。 

 

◎日程第４ 行政報告・教育行政報告 

○議長（小原 仁君） 日程第４ 行政報告を行います。 

村上町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 皆さんおはようございます。 

本日は、令和６年第４回枝幸町議会定例会の開催をいただき、誠にありがとうござ

います。 

本定例会につきましては、補正予算の専決処分案件が１件、単行議案が１件、条例

案件が 13 件、補正予算に関する議案が８件、報告事項１件をご提案も申し上げてお

りますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

それでは、行政報告をさせていただきます。 

９月 10 日に開会されました令和６年第３回定例会以降の諸行事につきましては、

お手元の報告書をお目通し願うことでご了承いただき、主な事項についてご報告いた

します。 

はじめに、漁業の状況についてご報告します。 

11 月末現在の水揚げ金額は、沿岸漁業・沖合底曳網漁業を合わせて、税抜きで 144

億 7,900 万円となっております。事業計画対比では 145％と計画を上回り、主力の毛

ガニやホタテの価格が高値で推移したことによるもので、前年度比で 20 億 9,100 万

円の増となっております。 

沿岸漁業の水揚げの内訳を見ますと、主要 3 業種のうち、毛ガニ漁については、漁

獲許容量の減少に伴い、水揚げ量は昨年度に比べ 80 トン減の 210 トンとなりました

が、金額では前年度比で３億 1,500 万円増の 15 億 200 万円となりました。 

次に、ホタテ漁でありますが、今年は枝幸沖での本操業で、水揚量は昨年度に比べ

8,300 トン増の３万 5,800 トン、金額は前年度比で 26 億 3,000 万円増の 80 億
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3,200 万円と水揚量・金額ともに大幅な増加となりました。 

次に、秋サケ漁については、今年も海水温の上昇などの影響により、水揚げ量は昨

年度に比べ 1,800 トン減の 1,900 トン、金額は前年度比で３億 9,900 万円減の 19

億 5,500 万円となりました。なお、河川での親魚捕獲数については、計画数量が確保

されており、将来的な資源量の確保が期待されるところであります。 

また、沖合底曳網漁業については、水揚げ量は 5,800 トン、金額では前年度比で

3,600 万円増の５億 600 万円となっております。 

今年の操業は、ホタテ漁、秋サケ漁ともに 11 月末までに終了しておりますが、税

抜きで 144 億 7,900 万円という史上３番目の総水揚金額を記録されましたことは、

これまで栽培資源管理型漁業の推進にご尽力された漁業関係者のご努力の賜物であり、

深く敬意を表するものであります。 

次に、ふるさと納税の寄附状況についてご報告します。 

ふるさと納税につきましては、町内各事業者のご協力のもと、全国の多くの方々か

ら温かいご寄附をいただき、12 月９日現在で当初目標としていた７億円に到達し、

寄附件数は４万 3,000 件を超え、昨年度の過去最高に次ぐ寄附金額となっております。 

今年度は、寄附拡大に向け取り組みとして、新たな納税サイトの追加や、新商品、

これはおせち料理でございますが、の開発を実施するなど、引き続き、当町の魅力を

積極的に発信するとともに、関係機関や各事業者と連携し、多くの方々に関心を持っ

ていただけるよう努めてまいります。 

次に、地域間交流についてご報告します。 

先月３日から４日にかけ、友好都市福岡県うきは市において、５年ぶりとなるうき

は祭り 2024 が盛大に開催され、当町からも副町長と担当職員４名が６年ぶりに同市

を表敬訪問いたしました。 

滞在期間中には、本年７月にうきは市長に就任された権藤英樹市長ほか市幹部職員

との懇談や、イベントでの町特産品の販売などを通じ、久しぶりの枝幸町からの訪問

を歓迎いただいたところであります。また、権藤市長とは、これまでの交流事業を振

り返るとともに、今後の友好交流の一層の発展を確認したところです。 

最後に、11 月３日に挙行をいたしました枝幸町自治功労者並びに功績者表彰式に

ついてご報告します。 

自治功労者には民生委員児童委員から２名の方に、自治功績者には各町内会から４

名の方に、特別功績者には１団体に、町の自治振興に多大な貢献を賜りましたご功績

をたたえ、町民の総意により懸賞を申し上げたところであります。 

受賞された方々に改めて敬意と感謝を申し上げますとともに、引き続き各分野での

お力添えをお願いしたいと存じます。 

当日は、町議会議員をはじめ、来賓各位のご臨席をいただき、式典が滞りなく開催

できましたことを、この場をお借りして厚くお礼を申し上げます。 

以上、申し上げまして、行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、町長の行政報告が終わりました。 

引き続き、教育行政報告を行います。 

小川教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） おはようございます。 
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私から、去る９月 10 日に開会されました第３回定例会以降の教育行政の中から、

主な点についてご報告をいたしますが、諸行事については、お手元の報告書にお目通

し願います。 

はじめに、８月 31 日に開催した北海道日本ハムファイターズ・スポーツキャラバ

ンについてご報告します。スポーツ振興の一環として、ファイターズベースボールア

カデミー、レバンガ北海道バスケットボールアカデミーのコーチが、町内の小学生か

ら高校生までを対象に、スポーツ体験や野球教室、バスケットボール教室を行いまし

た。 

また、夜には、中央コミュニティセンターで、ファイターズガールによるパフォー

マンスとファイターズ OB の谷口雄也さんによるトークショーが開催され、大いに盛

り上がりました。 

次に、９月 25 日に第１回目となる枝幸町部活動検討会議を開催いたしました。 

検討委員であり、道教委の部活動のあり方検討支援アドバイザーである井上諭一氏

から、国・道の動き、地域移行のポイントや課題について講演をいただきました。 

次に、学芸会・文化祭・学校祭についてですが、10 月に全ての小・中学校で開催

され、子どもたちは、保護者と地域の方が見守る中、劇や踊りなどの練習成果を十分

発揮し、無事に終了しております。 

次に、第 17 回枝幸町民文化祭が開催されました。枝幸会場は 11 月 23 日と 24 日

に中央コミュニティセンターで開催され、590 点の作品展示のほか、陶芸作品などの

販売、囲碁、将棋、染め織の体験コーナーもあり、24 日には舞台発表が行われ、両

日合わせて 490 人の来場がありました。 

歌登会場は 11 月２日と３日に文化会館で開催され、習字、木工、リース作りの体

験コーナー、フリーマーケット、陶芸作品の販売のほか、570 点の作品展示があり、

約 360 人の来場がありました。また、４日には道警音楽隊・カラーガード隊による演

奏及びパフォーマンスが行われ、約 200 人の来場がありました。 

枝幸、歌登の両会場とも、文化関係団体はもとより、個人からの出展も多数あり、

日頃の活動成果を披露し、来場された方の目を楽しませてくれました。 

次に、枝幸町 PTA 連合会と枝幸町青少年育成ネットワークの共催による明るく健や

かに枝幸の子どもを育てる PTA・町民の集いが、11 月８日に中央コミュニティセンタ

ーで開催されました。 

PTA をはじめ、町民の方 106 人の来場があり、講師の教育支援センター長天田光彦

氏から、悩み苦しみつつも、心に喜びを抱こう、人生を楽しもうと題して講演をいた

だきました。 

次に、枝幸町芸術文化事業実行委員会主催の超プレミアムものまねライブが 11 月

14 日に中央コミュニティセンターで開催されました。 

テレビでもおなじみの実力派ものまね芸人３名によるパフォーマンスということで、

約 360 人の入場者で満員となった会場は、大いに盛り上がりをみせました。 

以上申し上げまして、教育行政報告といたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、教育長の行政報告が終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

○議長（小原 仁君） 日程第５ 一般質問を行います。 
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通告は５名からの８問であります。一問一答方式で行います。 

質問する議員は、質問の大項目ごとに、最初の質問は、登壇の上発言していただき、

再質問以降は、自席から発言していただきます。理事者側の答弁も同様にお願いをい

たします。 

なお、再質問の回数制限は設けませんが、1 人当たりの持ち時間は、答弁時間を含

めて１時間以内といたします。 

以前からお願いしておりますが、再質問の際には、質問内容を極力簡略に発表して

いただきたいと思います。 

それでは、順番に従いまして、発言を許します。 

８番遠山 修議員の質問を許します。 

はい。８番遠山議員。 

（８番遠山 修君 登壇） 

○８番（遠山 修君） 通告に従いまして、ご質問をさせていただきます。 

防災意識の高揚ということで、町長にお伺いします。 

今年１月の能登半島地震に始まり、集中豪雨による被害と気候変動による自然災害

が頻発しています。当町もこれから冬期間になり、雪に対する備えも必要です。 

以前の一般質問でもお聞きしていますが、当町における防災意識を高めるための働

きかけが不十分に思います。学校における防災訓練、防災教育は行われているようで

すが、コミュニティ活動を通じた防災意識を高める取り組みは不十分ではないかと感

じます。 

町民の安全・安心をより一層高めるための取り組みを伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 遠山議員のご質問にお答えします。 

当町のこれまでの防災対策については、町民の防災意識を高めることと、避難すべ

き事態が発生した際の円滑な行動に繋がるよう、防災マップを配布のほか、広報紙や

データ放送、町ホームページで情報提供を行ってきております。また、町主導による

住民参加型の防災避難訓練につきましては、感染症などの影響により、ここ数年は行

っていないことを本年３月の定例会にて答弁いたしております。 

本年度における防災対策でありますが、新たな津波ハザードマップの作成、地域防

災計画の改定、ハード面では、デジタル防災行政無線の整備を現在進めているととも

に、避難所用備蓄品の一部については、適切な管理保管を行えるよう、保管場所の整

備を行っております。 

防災訓練、避難訓練については、自治会町内会連絡協議会総会におきまして、自主

防災組織の設置促進の説明を行っているほか、本年６月には、北海道町内会連合会の

助成金を受け、歌登本幌別自治会で、歌登支所、枝幸消防署が協力し、防災訓練を実

施しております。また、町内の各学校での児童・生徒の防災に関する意識の向上を狙

いとして、１日防災学校が実施されておりますが、本年は５校に担当職員を派遣し、

ダンボールベッドの組み立ての実演や備蓄食料などの説明を行っております。 

防災意識という点では、今月の 11 日から 22 日まで、中央コミュニティセンターに

て、稚内地方気象台との共同主催により、宗谷管内や枝幸町で想定される地震・津波
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発生に係る仕組みや、災害に対する事前の備えと必要な行動などのパネルを中心に、

避難所開設時における備蓄品の展示も行っております。 

今後は、デジタル防災行政無線の運用や、各個人へのスマートフォンアプリの登録

普及により、全ての皆さんに適切な情報をお届けできるよう取り組みを進めてまいり

ます。また、災害時に住民自らが判断し、避難行動できることが大切であるため、町

民への防災意識のより一層の向上と自治会町内会の協力・連携による防災訓練など、

継続した取り組みに繋げていかなければならないと考えております。 

以上、答弁といたします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） 何点か再質問させていただきます。 

防災備蓄に関しては、私ども議員も、秋の行政視察で拝見して、かなりな数が備蓄

されているんだなと感じました。 

ただですね、先ほど町長もおっしゃってましたけども、ウェブサイト等を見れば、

このハザードマップが出てくるんですけども。これ、各町内会を通じて各個人にも配

布になってるとは思うんですけども、その時々の災害を何を想定して考えているかに

よって違うんでしょうけども。例えば一例を申しますと、例えば洪水であるとかだと

かっていうところのやつ見ますとですね、北見幌別川沿いの、例えば、私の住んでい

る歌登地区なんですけども、ほとんどの各町内会がですね、水没しちゃうんですよね。 

ただ、これも想定の但し書きがありましてですね、12 時間で 384 ミリっていう数

字があるんですけども、例えば内面氾濫だとか起きてくるとですね、とてつもない想

定、もう家の高さより超えちゃうんじゃないかっていうようなところがあるんですけ

ども、各避難場所があったにしても、二次避難又は三次避難を考えなきゃいけないん

ですけどね、そういったことをどういうふうに想定しておられるのか、お聞きできれ

ばと思います。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

歌登地区での洪水での二次・三次の避難ということを考えてよろしいでしょうか。 

確かにハザードマップについてはですね、歌登地区の場合、先ほどの条件でいきま

すと、水深高さ 22 メーターということで、非常に想定できないような形でハザード

マップでは作成されています。 

洪水におきましては、雨、また春の雪解けシーズンに考えられると思いますが、段

階的にやはり河川の氾濫状況がわかりますので、それに合わせて、まずは第一次は、

今、指定されている歌登地区の避難所、そこがもし被害が出るような形になれば、さ

らに枝幸地区ということを考えてですね、今のところは、そういうふうに考えており

ます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） どっちにしてもですね、一次避難にしろ二次避難にしろ、お

そらく浸水想定を考えるとですね、ほとんど歌登市街地、水没状態なんで、逃げる場

所って正直言ってないんですね。 

てことは、避難路の確保だとか、例えば、歩いて、徒歩での避難は不可能だと思う
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んですね、本当に高いところに逃げてくださいよと。 

それにしても、やっぱり山のとこに行くと、今度、土砂災害がついてくるんで、な

かなか難しいと思うんですけども、そういうことがないことを願ってはいるんですけ

ども、実際もしなったときに、どういうふうな避難経路を辿るのかだとかっていうの

は、やっぱり日頃からの、やっぱり訓練しかないのかなって、それが大々的にやろう

とするとなかなか町内会含めて難しいところがあるんでしょうけども。 

例えば、いろいろな小さな集まりの中で、そういった話し合いというか、机上の上

でもできると思うんですよ、実際こういう想定のときはこうしようじゃないかと。 

それが全体で集まって何かしようと思ったら、なかなか人も集まらないっていう問

題もあるのかもしれないですけども、例えば、小さいコミュニティ単位でやっていけ

ば、実際こうなったときには、こうしようねというような話し合いというか、そうい

うのを積み重ねていかなければ、実際もしなったときに、実際どこに行ったらいいん

だというような問題も出てくるかと思うんですよね。 

その辺含めて、例えば、新年度に向けて何か考えがあれば、お知らせください。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

今後の防災訓練の対応ということですが、私の方で、今、考えておりますのは、自

治会町内会連絡協議会総会にてですね、自主防災組織の設置、それから、今、言われ

たとおり、避難訓練についてのご説明をして、ご協力をいただけるよう進めたいと思

っております。 

また、来年実施の方ではですね、一応、先ほど町長の答弁にもありましたとおり、

避難訓練を感染症のため数年やっていないということから、足元である職員の避難所

の開設の訓練、これに合わせて可能であれば、自治会の方ともご協力いただきながら

進めたいなどと考えております。 

ただ、やはり、議員おっしゃるとおり、全体とか、たくさんの数を自治会で実施す

るというのはなかなか難しいことでありますので、ある程度地区を決めてですね、数

年単位で継続的に訓練を行っていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ８番遠山議員。 

○８番（遠山 修君） あとですね、やっぱり、こういう防災っていうか災害はない

ことが本当はいいんですけども、やっぱり日ごろからの、やっぱり先ほど来、町長も

言ってましたけども、いろんなところで発信はしておられると思います。 

ただ、ハザードマップにしても、ホームページに出てますよって言ったところで、

それを開くかと、そういう問題もありますんでね、やっぱり忘れないで、やっぱり発

信してあげるっていうか、なければならないに越したことはないですし、実際になっ

たときにどうなるんだという、やっぱり不安な部分がつきまといますんでね、やっぱ

り常日頃から、やっぱりせめて年に１回ですか、あの防災の日っていうのがあります

んでね、そういうのに絡めて発信してあげるだとか。 

あとは、例えば、町でやるような行事のときに何かちょっとしたそういうのをお知

らせするようなものを配布するだとかっていう、常日頃からのやっぱりそういう情報

発信というのは必要なんではないかなと思うんですけども、その辺に関してはどうで

しょうか。 
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○議長（小原 仁君） 総務課長。 

○総務課長（髙瀨雅之君） 遠山議員のご質問にお答えいたします。 

町民皆さんへの防災の意識っていうのはですね、やはり先ほど言われましたとおり、

１月に被災されました能登半島、また平成 30 年には枝幸町でも停電のありました胆

振東部地震などで、防災の状況や、被災の状況や防災に対する認識は、町民の皆さん

高まっていることと思っております。 

これの中で、私達で、先ほど言われましたとおり、適切な情報を、やはり町民皆様

に継続的にお知らせするという係もございますので、今後については、その辺を対応

しながら、防災に対する意識を高めてまいりたいと思います。 

以上、答弁とさせていただきます。 

○８番（遠山 修君） 終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、遠山議員の一般質問を終わります。 

それでは、５番野口洋郎議員の１問目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） 通告に従いまして質問いたします。 

まず１問目、育英資金と子ども支援策について、町長並びに教育長にお伺いいたし

ます。 

現在、国が進めているこども未来戦略では、次元の異なる少子化対策として、子ど

もたちがいかなる環境、家庭状況にあっても、分け隔てなく大切にされ、育まれ、笑

顔で暮らせる社会の実現と謳っています。当町の子どもたちも、環境や家庭状況のた

めに進学を諦めてしまうことがあってはなりません。そのために奨学金制度のあり方

は大変重要だと考えます。 

昨年６月議会の私の奨学金制度についての一般質問で、町長は、現段階では直接給

付型の奨学金制度や町外への就職支援の検討はしていないが、国のこども未来戦略方

針による高等教育に対する見直しも考慮しながら、人材確保や子どもたちの負担軽減

に向けて引き続き支援を努めると答弁しています。 

令和５年、昨年６月 13 日にこども未来戦略方針が発表され、その後、令和５年 12

月 22 日にこども大綱が閣議決定されました。 

そのような状況で、当町における奨学金制度についての考え方に進展はないのか伺

います。 

同じく昨年の６月議会で、当町の育英資金について、育英資金というのは町が行っ

ている奨学金です。育英資金について、教育長は、令和５年度新規の申請はなかった

ということでした。令和５年３月に条例改正をし、周知については、中学校、高校と

連携し、継続して対応を検討すると答弁しています。 

令和７年度については、この 12 月２日から申請が始まっていますが、現在の申請

状況及び今後の見通しを示してください。また、無利子の育英資金があるにも関わら

ず、有利子の奨学金を借りている実態について、今後、追跡調査をする必要があり、

周知についても徹底したいという答弁もありましたが、その後の進展を示してくださ

い。 

こども未来戦略方針にも示されていますが、奨学金の返還には減額返還制度という

ものがあります。この制度はあまり浸透していませんので、これがどういうものか説
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明してください。また、日本学生支援機構による給付型奨学金と合わせて、当町の育

英資金を借りることができるのか答弁願います。 

子どもたちが、いかなる環境、家庭状況にあっても笑顔で暮らせるそんな枝幸町に

するために、私達は真摯に議論を重ねるべきです。町長並びに教育長の所信を伺いま

す。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

まずは、１点目の当町の奨学金制度のあり方や進展について、私から答弁し、育英

資金等については、その後、教育長より答弁いたします。 

現在、当町では、慢性的に不足する専門人材の育成確保を目的に、要件を満たせば

償還免除となる貸与型奨学金の医療技術者等修学資金や保育教諭修学資金の無利子貸

付を行っております。また、町内で働く若い方の奨学金返済を支援し、実質的な給付

型となる奨学金償還支援も実施し、これら制度の活用推進により、教育費の負担を軽

減しているところであります。 

こども基本法や、失礼しました、こども基本法に基づき、昨年 12 月に策定された

こども大綱やこども未来戦略では、全ての子どもと子育て世帯を切れ目なく支援して

いくという基本理念のもと、ひとり親等の子どもへの学習支援や大学等に係る高等教

育費の負担軽減が図られました。 

当町でも、本年度より奨学金償還支援での就業要件を撤廃し、若い世代に幅広く利

用いただけるように改定を行い、既に今までは助成停止となっていた育児休業中の助

成を受けられた方もおられます。さらに、若者の地域定着に有効な施策として、多く

の自治体で取り組まれている奨学金償還支援は、道内の取り組み状況と比較・分析を

行っており、新たなまちづくり計画期間に向け、内容の見直しを検討してまいります。 

また、来年度からは、医療技術者等修学資金の貸付対象に救急救命士を追加する予

定であり、少しずつではありますが、支援の拡充も、支援の拡充も行ってきておりま

す。 

現段階では、直接給付型の奨学金などは検討しておりませんが、町としては、既存

の支援を移住定住対策や人材確保の施策として位置づけ、教育理念に基づく直接的な

負担軽減などと連動し、子ども、若者、子育てにやさしく寄り添えるまちづくりを目

指してまいります。 

以上答弁とします。 

次に、育英資金の状況などについて、この後、教育長より答弁します。 

○議長（小原 仁君） それでは、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 野口議員のご質問にお答えします。 

私からは、２点目の当町の育英資金制度の状況や進展について答弁いたします。 

はじめに、育英資金の状況について、今年度は新規貸付が１件あり、今月から受け

付けを始めた来年度分については、現在２件の問い合わせがあります。 

これまでの制度周知は、学校への周知依頼や町のホームページのみでありましたが、
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今年度からは、この他に、教育委員会の担当者が枝幸高校に出向き、生徒と先生に直

接説明する機会を設けるなど、周知徹底を図ってきました。 

次に、来年度に日本学生支援機構の有利子貸付のみを希望する枝幸高校の卒業生は

７名と聞いております。ただし、この人数は担当者による制度説明前に把握している

人数ですので、今後、育英資金や他の奨学金に変更するなど、変動する場合がありま

す。 

なお、育英資金以外を利用する生徒については、個人情報により把握できないため

追跡調査はできませんが、育英資金の場合、その要件として所得制限や学業評定があ

るほか、複数機関からの借り入れとなると手続きが煩雑となるなどの理由から、学生

支援機構のみを利用しているとの声もいただいております。 

続いて、給付型奨学金と育英資金の併用についてですが、併用は可能であります。 

次に、学生支援機構の奨学金における減額返還や返還期限猶予ですが、経済困難、

失業、病気、災害等で月々の返還が困難になった場合、１回の返還額を減らす減額返

還か、先送りする返還期限猶予かを申し出ることができる制度であります。 

こども未来戦略に示すとおり、高等教育費については、徐々に制度の充実が図られ

てきていますので、今後も国の動向を注視しつつ、それらを補完する制度として育英

資金の運用に取り組んでまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長及び教育長の答弁が終わりました。 

質問があれば許します。 

５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、答弁ありがとうございました。再質問をちょっとさせ

ていただきます。 

まずですね、町長答弁の方なんですが、こども大綱がですね示されていること、非

常に多岐にわたりまして、もうこれをやれば本当に素晴らしい世の中になるだろうな

というぐらい、いろいろなことが書いてあるんですね。 

その中で、自治体こども計画を作るべきだというようなことも書いてありまして、

町としては、この自治体こども計画、市町村こども計画っていうのを作る予定がある

のか、それをまずちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまの野口議員の質問にお答えしたいと思いま

す。 

そのこども計画の予定だったんですが、実は前年度、今年度作ろうという計画もあ

りました。しかしながら、まだわかっていないところが多かったもんですから、そち

らの方がわかり次第ということも考えておりまして、まだそちらの方は進めることは

できませんでした。 

その中で、若者の意見の聴取等も入っておりましたので、そのような若者の意見を

徴取するような、そういうような期間、その時期なども考えながらやっていきたいと

思っておりましたので、今、これから作る、作らないということを、いつの段階で作

るか、そういうところを話をして計画していきたいと思ってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 
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○５番（野口洋郎君） はい、これ、特別急いでるというわけではないとは思うんで

すが、こども大綱というのは、昨年の 12 月 22 日なんですね閣議決定されたのが。約

１年近く経っているので、ちょっと動き遅いのかなっていうそんな気がしますので、

ぜひ、早めにこれは作るべきだというふうに申し上げたいと思います。 

それとですね、町長答弁にありましたようにですね、子どもに対する支援、奨学金

の支援ですね、これが徐々に拡充しているというお話でしたので、非常に良かったな

というふうに思っています。 

まだまだやはり足りない部分があると思いますので、この支援の拡充をどんどん広

げていっていただきたいというふうに思っているところです。 

それで教育長に対する質問なんですが、育英資金がですね、新規が１件、２件問い

合わせがあるっていうお話を聞きまして、ちょっと、ちょっとですけども安心しまし

た。 

それで、これずっと新規取り扱いがなかったもんですからね、ちょっとお聞きした

いんですけども、今、この枝幸町の育英資金の残高ですね、それと計画っていうのが

あると思うんですけども、それをちょっとお聞きしたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの野口議員のご質問にお答えをさせていた

だきます。 

令和５年度末時点の数値でよろしいですか。今、ちょっと手持ちがそうでしたので。 

はい、基金の残高は、令和５年度末時点でですね 9,661 万 1,000 円でございます。

はい、それからですね、それが５年度末の時点の残高でございまして、そこから６年

度に新規の貸付がございました。トータルでですね、４年間ですけれども 240 万円を

予定してございます。 

それから、今後の予定でございますけれども、現在貸し付けを行っている数値がで

すね、先ほどの５年度末の時点、それから６年度の新規を入れましてですね、全体で

19 件のですね 1,625 万 3,500 円となってございます。 

はい、以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、要するにですね、残高いっぱい持ってるんですよね。

ですから、受け入れは十分可能であるというところを強調したいっていうふうに思う

んですね。 

それで、先ほど教育長の答弁にもありましたけども、担当者が高校の方に出向いて

説明をしているということで、これがやっぱり必要だったと思うんですね。今までな

かったそれがなかったものだから、あの育英資金を借りる人が出てこなかったってい

うことだと思います。 

それで、こども大綱の方にも書いてあるんですけども、アウトリーチ型支援ってい

うことが僕ちょっとこれ初めて聞いたんですけど、ちょっとこれはですね、要するに、

積極的に対象者のいる場所に行って、出向いて働きかけるっていう、そういうことだ

と思うんですね。これが今の大切なんだということを国の方でも言ってますので、こ

れがしっかりやられるっていうことが大切だと思いますので、そこんところをちょっ

と説明していただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 
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○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをさせていただきます。 

アウトリーチ支援、まさにその通りでございます。これまではどちらかといいます

と、待ってはいなかったんですが、あまり積極的にこちらから行ってですね直接お話

をするという機会が少し欠けていたかなと思います。 

今年度から、直接ですね本当に顔を見て、生徒さん、それから先生にですね、やは

り、その紙でですね見たりだとか、ホームページで見るだけではなくですね、直接や

っぱり出向いてお話をさせていただく、その中で質問があれば質問を受ける、そうい

ったことがやはり非常に意識の中に残るといいましょうか、それを今度うちに帰って

相談をされる、そういったことが非常に必要なんだろうというふうに実感をしてござ

います。 

来年度以降もですね、この制度につきましては、周知徹底を引き続き図ってまいり

たいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。非常に安心しました。よろしくお願い

します。 

それで、なぜこの奨学金のことにこだわるかというとですね、将来この奨学金の返

済が負担になって、結婚するだとか、子育てをするとかっていうのが躊躇われている

というような実態があるんですね。 

ですから、無利子である育英資金、当町の育英資金を大勢の方に使ってもらうこと

で、その将来の不安を少しでも減らすっていうことができるんではないかというふう

に思いますので、その辺のことを考えて、よろしくお願いしたいというふうに思いま

す。 

以上で答弁を終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、野口議員の１問目の一般質問を終わりま

す。 

１時間ほど経ちましたので、11 時 10 分まで空気入れ替えのため休憩したいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。11 時 10 分です。 

休憩 午前１０時５８分 

再開 午前１１時１０分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

一般質問を続けます。野口洋郎議員の２問目の質問を許します。 

５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 

○５番（野口洋郎君） それでは、引き続き２番目の質問に移ります。 

当町における陸上風力発電についての考え方について、町長にお伺いします。 

この問題については、昨年 12 月議会で徳保議員が再生エネルギーへの考え方とい

うことで一般質問をしています。 

その後、具体的事業者も公表され、今年 11 月８日、９日に環境影響評価方法書の

説明会が開かれました。参加された住民の方から非常にわかりづらかった、説明書の

字が小さくて読みづらかったという意見があり、また、山林の所有者に事業者から直

接電話がかかってきているという話もあります。 
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枝幸町は海と山の町です。山に一度手が入ってしまうと、再生不可能で、取り返し

のつかないことになってしまいますという不安の声が上がっています。 

この環境影響評価の手続きは、非常に複雑でわかりづらいものです。 

昨年 12 月議会では、ガイドラインとまではいかないが、町民の不安を取り除くよ

うな、わかりやすい文言で、法律の範囲内で説明する部分は必要だという課長答弁も

ありました。 

事業の概要を見てみると、2028 年４月から準備工事であり、2031 年４月から運転

開始としています。今後の工程をわかりやすく説明してください。また、その中に住

民人の声や自治体の意見がしっかり取り入れられるのかどうかも示してください。 

町長は、町長の執行方針には、豊かな自然環境と美しい景観を守り、とあります。

風力発電の計画がこの方針に反するものにならないか心配します。住民の声を聞き、

住民の理解を得ながら進めていただきたいと思います。 

町長の所見を伺います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

はじめに、環境影響評価、いわゆる環境アセスメントは、道路や空港、ダムを造る

ことや、生活に必要な電気を得るために発電所を造ることなど、必要な開発事業であ

っても、重大な環境影響を防止するためには、あらかじめ環境保全を考えることが重

要であるとの観点から生まれた制度であります。 

開発事業の内容を決めるにあたり、その開発事業が環境にどのような影響を及ぼす

かについて、あらかじめ事業者自らが調査予測評価を行い、その結果を公表して、一

般の方々や地方公共団体などから意見を聴き、それらを踏まえて、環境保全の観点か

ら、よりよい事業計画を作り上げていこうとするものであります。 

今回、事業者である九電みらいエナジー株式会社が評価している陸上風力発電事業、

枝幸ウインドファーム、これは仮称でございますが、歌登中央及び歌登東歌登の丘陵

地約 653 ヘクタールを対象事業実施区域とし、総数で最大 10 基の風力発電機を設置

し、最大出力４万 3,000kW となる風力発電所を設置する内容となっております。 

本事業における環境影響評価方法書の縦覧は、令和６年 10 月 22 日から 11 月 21

日までの期間実施され、11 月８日は歌登地域総合センターにおいて、11 月９日には

枝幸町中央コミュニティセンターでそれぞれ説明会が開催されております。 

これらは環境アセスメントの方法を確定するため、地域の環境をよく知っている住

民や一般の方々、地方公共団体などの意見を聴くための手続きとして実施されており

ます。具体的には、事業者である九電みらいエナジー株式会社が、環境影響評価方法

書を作成し、北海道知事、枝幸町長に送付いたします。 

この方法書は、環境アセスメントにおいて、どのような項目について、どのような

方法で調査・予測・評価を行っていくのかという計画を示したもので、その内容につ

いて理解を深めるために、事業者が説明会を開催し、環境保全の見地から意見のある

人は誰でも意見書を提出することができるもので、本事業にあっては、令和６年 12

月５日をもって意見書の受付を終了しております。 
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今後、北海道知事は、枝幸町長や一般の方々から提出された意見を踏まえて、事業

者に対して意見を述べ、事業者はこれらの意見を踏まえて、環境アセスメントで評価

する項目、手法を選定するため、必要に応じて主務大臣に技術的な助言を受けて、環

境アセスメントの方法が決定されることになっております。 

決定後、事業者は、選定された項目や方法に基づいて調査・予測・評価を実施し、

環境保全のための対策を検討し、この対策がとられた場合の環境影響を総合的に評価

いたします。 

次に、その結果について意見を聞く手続きとして、事業者は、調査・予測・評価・

環境保全対策の検討結果を示し、環境の保全に関する事業者の考え方が取りまとめら

れた環境影響評価準備書を作成し、北海道知事、枝幸町に送付します。また、準備書

を作成したことを公告し、役場庁舎、事業所の事務所やウェブサイトなどで１ヶ月縦

覧され、方法書と同様に説明会の開催を経て、環境保全の見地から意見のある人は誰

でも意見書を提出することができます。 

事業者は、提出された意見の概要と意見に対する見解を北海道知事と枝幸町長に送

付し、その後、北海道知事は、枝幸町長や一般の方々から提出された意見を踏まえて、

事業者に対して意見を述べることになります。 

最後に、環境アセスメント結果の事業への反映と結果の報告、公表の手続きとなり

ます。 

事業者は、準備書に対する北海道知事や一般の方々からの意見の内容について検討

し、必要に応じて準備書の内容を見直したうえで、環境影響評価書を作成します。 

評価書は、発電所事業の免許等を行う者である経済産業大臣と環境大臣に送付され、

環境大臣は必要に応じて、経済産業大臣に環境保全の見地からの意見を述べ、経済産

業大臣は、環境大臣の意見を踏まえて事業者に意見を述べることになります。 

事業者は、意見の内容をよく検討し、必要に応じて見直したうえで最終的に評価書

を確定し、北海道知事、枝幸町長、経済産業大臣に送付し、評価書を確定したことを

公告し、役場庁舎、事業所の事務所やウェブサイトなどで１ヶ月間縦覧します。 

これら一連の調査手続きの終了予定が 2028 年３月となっており、各段階において、

公告縦覧や説明会、意見書の受付が義務付けられていることから、町民や自治体の意

見が反映されるものと考えております。 

今回実施された方法書説明会については、担当する町民課において事前に説明資料

の内容を確認し、必要な助言指導を行っております。 

引き続き、町民の皆さんが理解しやすく、わかりやすい説明資料となるよう、今後

事業者と調整してまいりたいと考えております。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 今の町長の答弁を聞いても非常に難しくてですね、なかなか

１回では理解できないっていう、そんな感じ、そんな印象を受けました。 

それで、住民の方々がいろいろ心配しているということがありますのでね、ちょっ

とここで述べますので、簡潔にお答えいただきたいというふうに思います。 

まずですね、この歌登の中央及び東歌登地区の丘陵地帯、ここの山林というのは誰

の持ち物になっているのかそれをちょっとお答え願えますか。 
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○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

民有地になっております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 風車を建てる場合に、山が民有地であった場合、その持って

いる方がその風車を建てることを了承しなければ、そこに風車は建たないというふう

に思うんですが、それでよろしいですか。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） 事業者とその土地所有者が事前に協議をして、そこを、

風車を建てる前提で調査をしていいですよということで多分調査が始まるというふう

に理解しておりますので、その契約がどうなっているか私も知る由はありませんが、

結果的には、そういうような形になると思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 私、質問でも触れましたが、山林の所有者に事業者から直接

電話が入っているっていうそういうことなんですね。 

それで風力発電に興味がないかっていう、そういうような電話だったと思うんです。 

それで自治体としては、その所有者が開発会社と直接交渉して、そこに風車を建て

てもいいよっていう話になったとき、それは町としては全く関与することができない

っていう、そういう理解なのか、ちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） 先ほど申し上げましたとおり、土地の所有者は民有地で

ございますので、そこが事業者の、ここでいう九電みらいエナジー株式会社とどうい

うような話をするかというのは、私は知り得ませんし、そこに行政が介入することは

できません。そういうふうに考えております。 

ただ、前提といたしましては、やはりそこに風力発電をどういうような電話でお話

をされたのかも私どもちょっとわかりませんし、どういうような話の内容だったって

いうのがわからない段階で、ちょっと想像で話すのはあれなんですけども、やっぱり、

土地の所有者がそういったところの計画があるんだと、近くにその風況を観測するも

のを一番先につけないと駄目ですので、そういったことの計画をしてるんだという説

明は、しかるべき事業者が地域の理解をもってという進める段階では、そういったこ

とはやられるんではないかというふうに想像します。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 何を心配してるかっていうとですね、稚内の、稚内から豊富、

幌延にかけてですね、ものすごい数の風車が建っているんですね。100 基以上建って

います。 

最初に稚内の宗谷丘陵のところに 58 基だったかな、が建って、その後どんどんど

んどん広がっていって風車が増えてるんですね。非常に景観的にも良くないし、自然

環境も壊しているんだっていう、そういう心配があって、枝幸町の町の人も、枝幸町

ももしかしたらそういうことになるんではないかっていうそれが心配なんですよ。 

今回の計画ってのは 10 基ということなんですけども、これが 10 基が 20 基に、30

基に、50 基にってなることがないのかっていうのを心配するんですね。 
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その辺は、この心配については、どういう答えがあるのかっていうのをちょっと知

りたいんですけども。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

今回の計画で言えば、九電みらいエナジー株式会社は、最大 10 基というような予

定で計画をしておりますし、それに向けて環境アセスメント、先ほど町長答弁した手

続きに入っておりますので、そっから増えると、この事業に関してはないというふう

に考えております。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） ということは、山林の所有者が例えば風車造ってもいいよと

言ったとしても、要するに、このアセスやらなきゃいけないから急に増えるっていう

そういう心配はないんだという、そういう理解でいいですか。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えします。 

今回の事業は、４万 3,000 キロが最大出力ですので第二種事業に該当します。 

５万キロ以上になりますと第一種事業に認定されまして、今度は配慮書という方法

書の前の段階の手続きが入らないと駄目で、これより多分１年はまた長くかかるとい

うふうに考えますので、急に来年すぐ建てたいからすぐできるという手続きにはなっ

てません。 

これは、先ほど町長答弁にもあったように、あらかじめ発電する、今回でいうと電

気を作る発電所の事業です。 

文化的な生活を行う上で欠かすことのない電気を作る必要な事業であっても、既存

の環境保全をしっかりと守らなければならないという観点から生まれている制度です

ので、議員おっしゃられるような、すぐ何でも環境、今ある環境を壊して、未来、将

来のために必要なものであっても、何をやってもいいんだっていうような制度ではご

ざいませんので、そこら辺は心配に及ばないかというふうに思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかります。それって多分、かなり安心できるのかなって思

うんですけども。 

もう一つですね、この地図が出てるんですけど、この地図一部の部分で非常にあの

不親切な地図なんですが、この中央、東歌登中央地区のこの位置っていうのは、歌登

の市街地から５キロほどしか離れてないんですね。山側、東の方に行くと、グリーン

パークがありますが、グリーンパークホテル、そこからも５キロしか、約５キロしか

離れていないんです。 

風車の被害の中に、低周波音っていうのがあるんですね、低周波音っていうのは直

線距離で 10 キロは及ぼされるというような話し。これ詳しいデータがなくてあれな

んですけども、10 キロはこの低周波の影響を受けるんだっていうことなんですよね。 

この中央地区のすぐそばに農家もあります。牛を飼ってらっしゃる方もいますんで、

その辺の影響というか、そういうのはもちろんアセスの中でいろいろあるんだろうと

思うんだけども、町としてどういうふうに考えているのかっていう、そういう町とし

ての考えはあるのかどうかというのをちょっとお聞きしたいんですけど。 
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○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまの再質問にお答えいたします。 

超低周波音につきましては、風況観測、一番最初にこちらの方で計画したいって言

ってる時からですね、歌登地区自治会町内会の連絡会からもそういった意見も出てま

すし、今回 11 月８日に開催した歌登地区の説明会でも、そういった、一般の方々か

らそういった質問が出ております。 

事業者の回答でいいますと、これ、国の資料、私もいろいろ昨年来研究しておりま

すけれども、ちゃんとした超低周波音に対する被害の概要というのは出てないんです

よ。文献も出てませんし、そういったものも出てない。国としても、経済産業省の通

達からですね、そういった超低周波音、わからないものに対する目に見えないもので

すから、そういったものに懸念あるのについては、地域の住民の皆さんに親切丁寧に

説明してください。 

ただ事業者からしてみると、それがどういった影響を及ぼすかっちゅうあれがない

もんですから、今回の説明会でもそういった質問があったときに、事業者がですね、

元々風力発電は、欧米の酪農の農業地帯から生まれているものですので、そういった

酪農地帯で大きな風車を回して、その近くには牛が牧草を食べて乳を絞っているとい

うようなとこから生まれてきているので、そういった経過を考えると、風車のその、

そういった影響、超低周波の影響で乳量が下がったということではないんではないか

というような説明ありますが、今後も、地元のそういった要望があれば、九電さんに

おかれましては、説明会なりを丁寧に行っていきたいという意思があると私どもの方

にも示されておりますので、そこは、ぜひ地元でそういった懸念があるんであれば、

私ども介してですね、しっかり方法書の手続き、今回の環境アセスの手続き以外にも

やっていただくということで了承を得ております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。それでかなり安心感が出たと思います。 

もう一つなんですけども、環境省で風力発電による鳥類のセンシティビティマップ

っていうのが出てるんですね。 

あの地区っていうのは、オオワシだとかオジロワシだとかっていう貴重な猛禽類が

営巣する場所になっているのではないかですけど、ないかなんすけどっていうような

話もあります。 

この環境省の出しているマップに、あの部分がどういうような感じで出ているのか

っていうのをちょっと説明してもらいたいんですが。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

どういうようなマップで示されているか私も確認したことはございませんが、事前

に環境アセスをやる段階でですね、事業者としてはそういった情報を得ておりまして、

実はこれから現況調査に入るわけですが、環境アセスの希少猛禽類調査につきまして

は、今年度の早い段階からも事業着手しております。 

それは、本当であれば今後１年間かけて環境アセスするんですけども、今言われた

ようなオオワシとかオジロワシですとか渡り鳥なんかの関係を、ちゃんと２年間じっ

くりかけて丁寧に調査をしたいという意向からですね、環境アセスの希少猛禽類調査
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だけは前倒しをして、今、事業者は取り組んでおります。 

そういったことから、今、言われるような巣営の状態ですとか、そういった希少猛

禽類、鳥類ですね、そういったものに対する丁寧な調査をしたいという意向の表れが

事前の調査を行っている証だというふうに思いますので、そういったところも丁寧に

行っている印象を私どもとしては受けているところでございます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

私も事業計画策定ガイドラインという国が出してですね、あれちょっと見てみまし

たけど、非常に事細かに規定づけられてまして、最終的に風車が事業を終わらせる

20 年、25 年後の撤去に関しても非常に細かく決められていますのでね、そんなに心

配はないのかなというところもあるんですが、ただ、住民の方、町民の方はいろんな

心配をやっぱりしています。 

影響評価っていうのは、すごく長くかかりますよね、28 年までかかるっていうこ

となので、その中で、町民の声、自治体の声がしっかり届いているんだっていうとこ

ろを、町としても発信してもらいたいと思うんですよね。その辺をちょっと説明して

いただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課長。 

○町民課長（阿部勝義君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

今回、両説明会で行った資料については 45 ページあって、本来それを公表させて

いただければいいのですけれども、この説明資料につきましては、やはり詳細な調査

地点ですとか、あるいは図面等を用いておりますことから、事業者としては、それを

オープンにすることは、第三者から見て切り抜かれて、あの情報が偏る恐れがあるん

ではないかということで、これまでもそういったことは環境影響評価書の説明会の資

料については公表されていないというのが、これまでの通例でございます。 

ただ、私どもとしても、そういった初めて枝幸の方にも大型の風力発電の開発事業

があるということで、どこまで出せますかっていう折衝はですね行っておりまして、

あらましですとかそういったもの、あるいは、あの議事録なんかというのもどうです

かというような話も今進めているところですので、どこまでオープンにできるかはさ

ておいても、しっかり町としても関与させていただいて、オープンにできる情報につ

いては、都度ホームページなり、地区の近隣の一番地区の歌登地区にも情報提供させ

ていただきたいというふうに思っております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

いずれにしてもですね、住民の理解を得ながら進めていただきたいというような思

いがありますので、その辺を汲みしていただいて、よろしくお願いしたいと思います。 

以上でこの質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、野口議員の２問目の質問を終わります。 

続きまして、野口議員の３問目の質問を許します。 

はい、５番野口議員。 

（５番野口洋郎君 登壇） 
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○５番（野口洋郎君） 最後の質問になります。高齢者福祉について、町長にお伺い

いたします。 

町長は執行方針の冒頭で、未来に繋がるまちづくりを基本方針として、町民の皆様

が安心して暮らせるまちづくりを目指すとしています。 

それを実現するために、当町には高齢者福祉住宅が必要だと考えます。 

９月議会で同僚議員からの指摘があったように、当町にはどうしても医療の中間施

設が必要です。これは待ったなしの状況です。しかし、計画が進むのは、未だに何年

後になるのかわからないというのが現状です。 

今、既に一人暮らしが厳しくなっている人たちがいます。このような状況で状態で、

町民の皆様が安心して暮らせるまちづくりと言えるのでしょうか。 

中間施設の計画で一番ネックになるのは人材不足の問題としています。しかし、こ

れは時間がたてば解決するというものではありません。逆に、どんどん厳しく解決し

がたい問題になってくるというのは明らかです。 

中間施設を造ることが難しいのであれば、高齢者福祉住宅を建設するしかありませ

ん。高齢者福祉住宅とは、一人暮らしに不安のある高齢者で、身体能力の低下により、

住み慣れた地域での生活が難しいが、少しの支援で安心安全な生活を送れるように、

緊急通報ボタンや生活リズムセンサーなどを設置し、生活援助員等が緊急時の対応や

生活相談などを行う、そういう住宅です。 

人材の面では、中間施設を造ることとは比較になりません。移転費用の助成をセッ

トにして、病院や社会福祉協議会の近隣にこのような住宅を建てることは可能ではな

いでしょうか。 

町長は、まちづくりを進めていく上で、この１年が重要な分岐点になると執行方針

で述べています。今、決断をせずに、この問題を先延ばしにするようでは、執行方針

を反故にすることだと言われても仕方がないではありませんか。 

町長の見解を伺います。以上です。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 野口議員のご質問にお答えします。 

町政執行の基本方針として、未来につながるまちづくりに向け、町民の皆様が安

心・安全な暮らしができるよう、関係各位のご支援をいただきながら、町政運営を進

めているところであります。 

当町においても、高齢化が進み、３人に１人は 65 歳を超えており、住み慣れた地

域で安心して生活するため、地域医療の充実や介護サービスの重要性が増していると

認識しております。 

一人暮らしの高齢者への対応等につきましては、地域包括支援センターなどの関係

機関と連携を図り、自宅訪問や相談支援などの対応を行い、緊急時の対策として、緊

急通報装置、ペンダント型送信機、緊急通報装置連動火災センターを希望される方や

必要な方に設置しております。24 時間体制で緊急対応を実施しており、緊急通報ボ

タンが押された場合には枝幸消防署に連絡が入ることになり、11 月末現在では 42 世

帯に設置しております。 

次に、当町では枝幸・歌登両地区において、134 戸の老人向け公営住宅があり、各
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居室には緊急通報装置を備えているところです。 

超高齢者社会を迎える中で、高齢者一人ひとりが抱える課題も多様化してきており

ますが、医療や介護を必要とする状態となっても、高齢者の意向が最大限尊重できる

体制の構築に努め、福祉・介護サービスの充実に向けて更なる取り組みを進めてまい

ります。 

最後に、グループホームの町外事業者の誘致、ケアハウス、サービス付き高齢者住

宅の整備等については、将来的な介護人材の安定確保が大きな課題ではありますが、

担当において美深町のケアハウスを視察するなど、情報収集を行っているところであ

り、引き続き、実現可能な対応を進めてまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 再質問があれば許します。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 

要するに中間施設っていうのがなかなかできないっていうところが、当町の問題で

あると思います。 

数日前にですね、今、町長の答弁にもありましたけど、美深町のケアハウスむつみ

の苑という、これチラシが入ってましたね。 

これ、視察行ってるっていうことなので、この件についてちょっとどういう感じか、

これ枝幸町でも実現可能なものなのか、どういう印象を受けたのかっていうのだけを

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） ただいまの野口議員のご質問にお答えさせてい

ただきます。 

むつみの苑の視察の経過でございますが、私の方で、当初、浜頓別のグループホー

ムですとか苫前町にあるグループホーム、そういったことで、医療機関と在宅と特養

を繋ぐ中間施設って今おっしゃっておりましたけれども、そういった介護を受けれる

施設っていうものが、町の中では特に必要だろうという考えがあったものですから、

まずそちらの方を見学行ってきたんですけれども、どうしても 20 名程度の施設の職

員が必要になってきておりまして、特に管理者の確保ですとか、そういったことが難

しいというお話があったものですから、そういった中でケアハウスですとか、今おっ

しゃっていただいた、人数が少なくても介護できる、高齢者の方がお住まいできる施

設を何とかできないかということで、そういった経過の中から美深町のケアハウスを

視察させていただきました。 

今年の７月に視察させていただいたんですけれども、大体 50 床の規模のうち既に

47 床ほどが埋まっておりまして、あの名寄にあります医療法人がそちらの方を経営

しているというような施設になってございます。 

ただ経営につきましては、現在の物価高だとかありまして、なかなかその経営も大

変なことがありまして、枝幸町の中でもこういった施設を設けていただけないかとい

うことでお話も伺ったんですけれども、新たな施設を整備するとなりますと、人員も

そうですが、そういった施設の物価の関係などもあって難しいというようなお話もい

ただいたところであります。 

ただ、おっしゃっていただきましたように、独居の方のお住まいの整備という面で
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は、そういったものも視野に入れながら、今後、検討して進めていかないといけない

かなというふうには考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、中間施設だとすごい職員数がかかるけども、ケアハウ

スであればちょっと少ない人材でできるんではないかなという、そこがちょっと望み

だと思うんですね。 

前回の答弁にもありましたけども、まず、それができるまで何年先になるかがわか

らない、計画が作れるまで何年先になるかわからないというようなそういう答弁があ

りましたよね。そこだと思うんですね。 

もう、実際に今一人暮らしで困ってる方、質問にも言いましたように、いらっしゃ

るのでね、その辺をなんか、あとこれぐらいで計画を進めることができるんだとか、

そういうような答弁はできないか。そこだけちょっとお願いします。 

○議長（小原 仁君） 保健福祉課参事。 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 野口議員のご質問にお答えします。 

昨年の 12 月ですが、中長期の施設整備基本方針ということで、保健福祉課の方で

定めさせていただきまして、その中では特養の増改修ですとか、そういったグループ

ホーム、ケアハウスなど、そういったものを町外から誘致してでも必要だというよう

なところで定めさせていただきました。 

今年度につきましては、特に特別養護老人ホーム歌翠園の老朽化が、今、進んでい

るという中にありまして、今後の整備に向けまして、そちらの方を重点的に私の方で

関わらせていただいているんですけれども、ケアハウスですとかそういった面につき

ましては、民間事業者の誘致ですとか、町有地の確保、様々な問題もあります。 

また、地域活動支援センターの老朽化ですとか抱えている施設整備の問題も多く、

財源確保の観点からも、まだすぐにいついつできるという見通しが、私の方で、今、

立っていないところではありますが、情報収集をしながら、早急に対応していければ、

していかなければいけないかなというふうに考えているところであります。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） はい、わかりました。 

なかなかね、計画が進まないっていうのは、本当に歯がゆい思いをしているんです

が、いろいろと諸事情があってということなんだと思います。 

ただ、待ったなしの状況でありますし、町長もこの１年が重要な分岐点になるとい

うふうにおっしゃってらっしゃるので、ぜひ早めに進めていただきたいというふうに

思います。 

以上で質問を終わります。 

○議長（小原 仁君） 副町長。 

○副町長（今井靖雄君） ただいままた野口議員の方から、最後に申し上げられたと

ころでちょっとお聞きしたいことがございますので、お話させていただきたいと思い

ます。 

議会の会議規則の 51 条のにですね、反問権というところでちょっとお伺いさせて

いただきたいと思うんですが、野口議員の一番、今回の質問の最後の中でですね、町
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長は、まちづくりを進めていくうえでこの１年が重要な分岐点になると執行方針で述

べていますと書かれておりますが、どこに書かれているのか具体的に教えていただけ

ますでしょうか。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 令和５年度町政執行方針の中の３ページですね。 

これ、はじめにの中に入ってるんですが、町長は、地域の担い手不足が急速に表面

化していることに強い危機感を感じていますというような流れの中で、この１年間は、

社会変動の動きとポストコロナ時代をしっかり見据えながら、町として今後のまちづ

くりを進めていく上で重要な分岐点になると考えていますというふうに述べています。 

ここの部分の分岐点っていうのを引用させてもらいますと、この分岐点っていうの

は町の政策全てにおいて重要な部分になるのかなと、そういうような意味で使わせて

もらってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） 副町長。 

○副町長（今井靖雄君） はっきり申し上げますと、令和５年度の執行方針の中でで

すね、この１年が重要な分岐点になると申し上げているところで、今、平成６年の、

もう終わりに入ってる中でですね、失礼、令和６年のもう終わりに入ってる中で、少

なくとも令和５年度の執行方針の中でですね引用して、そして町長に対してですね、

今、決断をせずに先延ばししていると言われても、執行方針を反故にしているという

ところが強く申し上げられてるんで、そこについてはちょっと私ども疑問を持ってる

もんですから、それについては、今後、慎重に質問等についても設定されるようにお

願いするとともにですね、受る方も、きちっと審査といいますか内容について見てい

ただきたいなということで、これは要望でございます。 

失礼します。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 了解しました。以上です。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、野口議員の一般質問を終わります。 

それでは、４番徳保喜幸議員の１問目の質問を許します。 

はい、４番徳保議員。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。通告に従いまして、１問目の質問をさせてい

ただきます。 

安心して快適に暮らせるまちづくり。 

町民が安心・安全な生活ができるまちづくりという理念は、あらゆる計画の大きな

目標であると思います。 

町民がいかなる状況に接したときでも、安心して生活ができる環境づくりがまちづ

くりとして求められるのではないでしょうか。 

国においては、平成 16 年に犯罪被害者等基本法が制定され、地方自治体の責務と

して、基本理念にのっとり、犯罪被害者等の支援に関し、国との適切な役割分担を踏

まえて、その地方公共団体の地域の状況に応じた施策を策定し、及び実施する責務を

有すると定めております。また、令和３年３月に閣議決定された第４次犯罪被害者等

基本計画により、地方公共団体に対し、被害者支援条例の制定が盛り込まれたとのこ



- 26 - 

 

とで、この条例の制定が全国で進んでいるとのことです。 

現在、各種報道にも連日のように卑劣な事件報道がある現状にあります。いつ誰が

犯罪被害者になってしまうかわからない時代にあります。枝幸町民も決して例外では

ありません。 

枝幸町としても早期に犯罪被害者等支援条例を制定し、社会全体で犯罪被害者を支

えていく環境づくりを進めることが重要であると考えますが、町長の所見を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

犯罪被害者等支援については、平成 16 年に犯罪被害者等基本法が成立し、第５条

では、地方公共団体の都道府県及び市町村も犯罪被害者等の支援に関し、国との適切

な役割分担を踏まえて、地域の実情に応じた施策の策定と実施する責務を有すると定

められております。また、令和３年に閣議決定された第４次犯罪被害者等基本計画に

おいても、地方公共団体における条例の制定に向けた検討などが盛り込まれておりま

す。 

本年 10 月現在で、道内市町村の犯罪被害者等支援に関する条例の制定状況につき

ましては、56 市町村、約 31％と、令和５年以降増加している状況にあります。 

当町においては、先月開催された枝幸地区被害者支援連絡協議会総会や枝幸警察署

より、条例制定に向けた情報提供と検討についての要請があったところであります。 

このことから、犯罪被害者等の支援については、国や道、民間の支援団体と連携・

協力のもと、最も住民にとって身近な存在である町として、枝幸警察署との情報共有

を図り、早い時期での条例制定に向けての検討を進めてまいる考えであります。 

以上、答弁いたします。 

○議長（小原 仁君） 町長答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、今、町長から、枝幸町においても、早い時期での条例

制定を行うというような大変前向きな答弁をいただいております。大変ほっとしたと

ころでありますけども、その早い時期でのっていう時期について、もう少し具体的な

表明ができないものかどうかというのをお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 再質問にご答弁申し上げます。 

できればですね、３月定例会に向けてですね提案を予定しており、それに向けて、

今、準備を進めているところでございます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、３月定例会に向けての準備をされているということで

すんで大変ありがたく思っております。 

これは、町民や各事業者等も被害者支援にしっかりと関わらなければならないとい

う法律のたてつけがあるんだというふうに思いますんで、当然、我々議会もですね、

大きく関わったものだというふうに認識をします。 

そんなことでは、しっかりとこの議会の中でも議論をしながら、条例の制定がされ

るということが大切なんだろうなというふうに思います。 
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既に、先ほど町長答弁にもあったように、道内においても、現在、56 の市町村が

条例制定をされているということですけども、私も全てを市町村の条例を見たわけで

はないですけども、その中で見舞金のですとか、貸付金事業なども盛り込んだ制度を

作っているところもあるんですけども、そういうところまで当町として踏み込むお考

えがあるかどうか、まだ計画中だと思いますんで答えづらいのかもしれませんけど、

お聞かせ願えればと思います。 

○議長（小原 仁君） 総務課長。町長いいですか。はい。町長。 

○町長（村上守継君） 再質問にご答弁いたします。 

既に道内においてもですね、先ほど 30 確か１ですか、56 町村、31％の道内市町村

がですね既に条例を制定しておりますので、そういった先進事例を参考にですね、今、

具体的に検討を進めて、今、ここで内容っていうのは、ちょっと具体的なところは、

なかなか答弁できないということでご勘弁いただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、わかりました。 

私、手元に興部町と洞爺湖町の条例がありますけども、この両町については、私、

今、言いました見舞金それから貸付金事業なども行っているというようなことです。 

全ての市町村でやってるかと言われればそうではないのかもしれませんけども、そ

ういった支援も重要なものだろうなというふうにも思います。 

いずれにしましても、３月定例会に条例を提案されるというような予定になってい

るということで、しっかりと計画をしていただければなというようなことを申し上げ

まして、この質問については終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 

○議長（小原 仁君） 以上で徳保議員の１問目の質問を終わります。 

時間ちょっと早いんですけども、これから一般質問に入るわけにいきませんので、

ちょっと早いですけども、昼食のための休憩に入りたいと思います。 

開会は１時からとなりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、休憩に入ります。 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 １時００分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。 

それでは、午前中に引き続きまして、一般質問を続けます。 

徳保議員の２番目の質問を許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） ４番徳保です。 

（４番徳保喜幸君 登壇） 

○４番（徳保喜幸君） 通告に従い、２問目の質問をさせていただきます。 

子どもたちに夢を持たせることができるまちづくり。 

今日は、夢のあるご提案を申し上げたいと考えておりますので、教育長にも、どう

か枝幸町の子供たちのためにも、ぜひ前向きなご答弁をお願いしたいというふうに思

います。 

現在、大谷翔平選手をはじめ多くの日本人選手がメジャーリーグで活躍をしており、

その活躍に、我々大人でさえも目を離され、離させずにおります。毎日のようにテレ
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ビ中継に夢中になっているのは、私だけではないのではないかと思います。また、そ

の選手たちがいただいている年収は、まさに我々のような一般市民にとっとしては夢

のあるものであります。特に、現在進行形でその選手たちの活躍を見て育つ子どもた

ちにとっては、まさに、憧れであり目標であり大きな夢であると思います。 

大谷選手をはじめとするその選手たちも、おそらくは子ども時代の少年野球から始

まったのではないでしょうか。そう考えたとき、ここ枝幸で育つ子どもたちも、その

ような目標・夢を持てる子どもたちがいるのではないかと考えます。 

少年団活動を熱心な指導者のもとで懸命に頑張っている姿を目にしておりますが、

まちづくりを進める行政や私達議会議員の責任として、怪我の心配がなく力いっぱい

練習ができる環境を整備することが重要な役割ではないかと考えますが、現状の球場

の状態はどうなのでしょう。 

バックネットが倒壊したときに球場の視察に行きましたが、そこで野球関係者の方

に聞いた話は衝撃的でした。 

内野の土の状態により、枝幸の子どもたちは、滑り込みをすることができないとの

ことでした。おそらく守備練習にも影響があるでしょう。いわゆる怪我の心配がある

施設であるために、思い切りプレーすることができない状態だということだというこ

とです。 

あらゆる可能性を持つ子どもたちの成長に責任を持つものとして、この状態を改善

しなければいけないのではないかと考えますが、教育長の所見を伺います。 

また、枝幸野球連盟等からも枝幸・歌登両球場の改善要求が出されているとお聞き

をしておりますが、どのような改善要求が出されているのか、それに対する今後の改

善計画はどうなっているのか。併せてお聞きいたします。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 徳保議員のご質問にお答えします。 

１点目の球場の状況でありますが、枝幸球場、歌登球場ともに水はけが悪く、内野

の守備位置周辺が低くなっていたり、土の状態も固い所、柔らかい所があることから、

枝幸球場では、令和４年度より、毎年、黒土を内野に補充し、月２回程度、スポーツ

トラクターによるグラウンド整備を実施しております。 

歌登球場については、今年度、内野の表面の土を削り、新たに黒土の入れ替えを行

って対応しております。 

２点目の枝幸軟式野球連盟からの改善要求の内容につきましては、学童から大人ま

で、地域の野球愛好者が安心・安全に楽しくプレーができるよう、また、各種大会を

当町で開催できるよう球場の改修及び更新について要望がありました。 

主な要望事項ですが、枝幸球場はダッグアウトの改修、水道設備の新設、歌登球場

はナイター設備の新設、フェンスの改修、ベース等の定期的な更新など、練習及び大

会の開催に支障をきたしているものや危険箇所などを、球場ごとに取りまとめた要望

となっております。総対的な事項として、計画的なナイター設備の更新及び町内各球

場の今後のあり方について示してほしいというものであります。 

教育委員会としては、今後、利用頻度や利用者ニーズなどを踏まえ、効率的・効果

的な維持管理や、機能集約などを含めた施設の統廃合についても検証を進めたうえで、
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各球場の現況や課題を整理し、適正な球場の整備計画を早急に策定してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、再質問をさせていただきます。 

教育長のご答弁で、早急に対策を検討するというようなご答弁がありましたけども、

まず、合併した後にすぐのころでしょうか、サッカー球場が出来たときに、枝幸町と

して、本球場は、歌登球場を本球場、野球場として使用するんですよ。それまであっ

たサブ球場については、あくまでもサブ球場という役割というふうにしますという流

れで来ているんだというふうに思いますけども。 

枝幸少年団が練習をしている場所っていうのは、やっぱりサブ球場になるのかなと

いうふうに思います。 

そのサブ球場の内野の土、今のご答弁の中で、黒土を補充しているというようなお

話もありがましたけども、非常に締まった状態の内野の状態で、その上に小さな小石

がたくさん浮き上がっているというような状況があって、それで、その子どもたちが

怪我をする状況、滑り込みができないというような状況になってるんだというふうに

想像してるんですけども、まず、そういったものを早急に改善するということは無理

なことなんでしょうかね。 

あの、少年団が練習するのは主にサブ球場だと思います。まず、そのサブ球場のこ

とからお聞きをしたいと思いますけども、お願いします。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 議員の質問にお答えいたします。 

枝幸球場の整備の関係なんですけれども、先ほど教育長の答弁にございましたとお

り、やはり土の状態はそんなに良くないという部分は私どもも承知している状況です。 

ただ、それを改善するためにですね、今は土を補充して、それでちょっと指定管理

者にお任せし、管理をしていただいている部分がございますので、そちらの方でスポ

ーツトラックで回っていただいて、グラウンド整備をしていただいてるような状況で

ございます。 

あの、石とか出てくる部分に関しましては、やはり整備の関係もございますけれど

も、利用者の方も、やはり一緒に石拾いだとかを年に何回か開始前にやっていただい

たりしてるかと思いますけれども、そのようなので今のところ対応していただきたい

と考えております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 野球場のことに限って議論をしておりますけども、やっぱり

子どもたちの思い切りスポーツをできる環境整備をするっていうのは、やっぱり大き

な目標であるというふうに思うんですけども。 

そんな中で、野球関係者の方にお話を聞くと、やっぱり、ある程度土を削って、そ

こに新しい土を入れるというようなことでなければ、あの状態っていうのはなかなか

改善しないんだっていうようなお話を聞くんですけども。そうすることには、やっぱ

りある程度の予算もかかるということだと思いますけども。 

私、この球場の問題については、９月定例会のときに、ふるさと未来応援基金の活



- 30 - 

 

用に絡んで教育長にお聞きをしようかなと思ってたんですけども、あの質問作るとき

には、教育長に宛てには質問を作ってなかったもんですから、それでちょっと遠慮し

たところがあったんですけども。 

ああいう基金等も使える事業かなとも思うんですね、この球場の改修については。

そういったものを活用してでも早急にやるというお考えは、今の状態、現在、今の状

況ではないのか、あるのか、お聞きをしたいと思いますけど。 

○議長（小原 仁君） はい、教育長。 

○教育長（小川俊輝君） グラウンドに小石が浮き上がってそういう危険だっていう

状況であれば、そこはですね、来年に向けて改善していかなきゃならないと思います

ので、ちょっと、ここちょっと内部でその辺少年団の関係者とも協議しながら、ちょ

っと来年度に向けて、やっぱり子どもたちが安心して野球を楽しめるような環境に作

って、少しずつ近づけるように、そこは努力していかなきゃならないと思ってます。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） 今、教育長の方から、来年度に向けて改善するように考える

というようなご答弁がありましたので、ぜひお願いをしたいというふうに思います。 

それと歌登球場それから枝幸球場両方に絡んでのことですけども、野球連盟から出

ている要望についての対応でございますけれども、やっぱり町内に二つ球場がなけれ

ば、大会の誘致というのがなかなか難しいというような話を聞いております。 

これは、目の前に座っている課長の中にも野球関係者の方たくさんいらっしゃる状

況の中で、私があえてお話をしなくても皆さん十分理解してる方も多分いるんだと認

識をしておりますが、審判員のなどの関係でも、名寄地区においてその大会を運営で

きる町っていうのは限られているんだということで、その中の一つが枝幸町なんだと

いうような話がございます。 

どうしても大会を誘致する場合には、やっぱり２球場必要だというようなことだと

いうことですので、歌登球場もしっかりと整備をする、枝幸の球場もある程度整備を

するというようなことが、やっぱり枝幸の役割として求められてるんじゃないかなと

いうふうにも思いますんで、冒頭の答弁で、早急に計画を立てるというようなご答弁

もありましたけれども、その点も含めてですね、枝幸の役割というようなことも含め

て、再度、早急、早急という言葉がありましたけども、これ、これも来年度しっかり

考えてもらえるのかどうかということを確認させてください。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまの徳保議員のご質問、再質問にお答えします。 

球場については、先ほど議員おっしゃったとおり、合併後に枝幸町の本球場であっ

たところをサッカー場に転換して、そのときはですね、メイン球場が歌登球場という

方針できてたかと思います。枝幸球場の元サブ球場、今現在の枝幸球場については、

少年団を中心にナイター設備も活用しながら練習に活用していただいてます。 

野球連盟の方から要望あったわけですけども、合併して二つの球場の利活用という

ところを考えますと、やはり、ここ数年子どもの数が減っていく中で、野球人口も少

しずつ減ってはきているんですよね。 

それで、果たして将来的に二つの球場を維持できるのかっていうところもあります

し、あとはナイター設備をどうするのか、そこはですね、ちょっと野球連盟からの要

望を受けて教育委員会内部でもいろいろ検討したんですが、はたしてメイン球場は歌
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登球場でいいのかという議論もありましてですね、子どもたちは、結構、枝幸球場で

練習・活動してるっていうとこを考えて。 

ただですね、やはり球場の体裁としては、やはり歌登り球場が正式な試合ができる

そういう企画になってますんで、枝幸球場は、なかなかフェンスに囲まれて、ダッグ

アウトがですね、ちょっと、あれ、ちょっとなかなか動かし難いところがあってです

ね、サッカー場側は、上の方、土手の部分を切らなきゃいけないし、３塁側は、やっ

ぱりフェンスの下はもう土地がないんですよね。あそこ盛土しなきゃなんないってい

う。 

なかなかこうやるとしたら大がかりな工事になるというところで、なかなか内部で

もですね、今後の球場のあり方について、なかなか結論が出せずにいたところについ

てはですね、野球連盟に対しては申し訳ないなと思ってます。 

ただ、これは、まちづくり計画で一応頭出しはさせてもらってるんですけども、具

体的な整備計画までは行ってませんので、ちょっとこれから早急にですねこの辺の整

備計画をきちっと立てて、あと、利用者団体ともきちっと協議しながらですね、より

良い着地点を見出していきたいなというところで、ちょっともう少し時間はかかると

は思うんですが、野球連盟でも、ちょっとこの辺の進捗状況もですね、連盟長さんに

もちょっときちっと説明しなきゃならないと思ってますし、もう少しお時間いただき

たいということでご理解いただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） ４番徳保議員。 

○４番（徳保喜幸君） はい、今、教育長言われたように、関係者の方々としっかり

協議していただいて検討をぜひお願いをしたいというふうに思います。 

やっぱり、答弁の中で野球人口も少なくなっている、子どもたちも少なくなってい

るというようなお話もありましたけども、やっぱり施設がきっちりあれば、もう少し

気持ちよくその野球に携われる方々も増えてくるのかなというような思いもあります

ので、ぜひ、できる限り早急にご検討いただき、実施をしていただくようにお願いを

申し上げまして、この質問は終わります。 

○議長（小原 仁君） これをもちまして、徳保議員の一般質問は終わります。 

続きまして、２番渡辺明徳議員の質問を許します。 

はい、２番渡辺議員。 

（２番渡辺明徳君 登壇） 

○２番（渡辺明徳君） 通告に従い質問させていただきます。 

通学児童の送迎について。 

枝幸町内でスクールバスが運行されているのは、歌登地区の児童の登下校、及び乙

忠部地区の児童が音標小学校からの下校時だけであり、統廃合された問牧地区及び徳

志別地区の児童は、町負担によりハイヤーを利用しています。 

しかしながら、他の地区、特に酪農家においては、小学校から 3.7 キロ、バス停か

ら２キロと遠距離であるため、児童の通学に保護者が送迎していることから、登下校

時は朝夕の営農負担が大きいのが現状であります。 

枝幸町教育委員会では、今年度、自家用車燃料費代の助成を増額しておりますが、

児童の送迎については、自治会長や保護者からスクールバスの運行を求める声が上が

っております。 

酪農家の朝夕の営農負担の軽減を図るため、また酪農家の担い手対策の一助、さら
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には安心して子育てできる環境整備、子どもたちの安全のためにも、ぜひスクールバ

スの運行が必要だと思います。何か手立てを考えているのか、教育長の所見を伺いま

す。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、教育長。 

（教育長小川俊輝君 登壇） 

○教育長（小川俊輝君） 渡辺議員のご質問にお答えします。 

既に廃校となっている地域の児童につきましては、学校まで遠距離となるため、廃

校時の取り決めによってスクールバスやハイヤーにより通学を支援しております。 

その他、町内全部の小学校における通学についても、学校若しくはスクールバスの

乗り場まで片道２km 以上ある世帯に対して、距離に応じて通学費を助成しておりま

す。 

酪農家の方々におかれましては、朝夕のお仕事と学校への送迎時間が重なるため、

負担が大きいとの声は、一部、教育委員会にも届いております。 

しかしながら、仮に、スクールバスで国道からそれぞれの農道へ入り、各世帯を回

りますとなりますと、時間的な面で児童の負担が大きくなることや、運転手の確保等

の人的な面で持続可能な運行体制をとることは困難な状況にあります。 

これらの理由から、スクールバス等で対応できない児童については、今年度から拡

充した通学費の助成により、今後も、自助・公助の視点で各ご家庭と協力しながら、

通学を支援してまいります。 

以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 教育長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 隣の浜頓別の、ここは小・中学校、スクールバスを運行され

てるんですが、それと同時に、浜頓別町こども園スマイルっていうところの園児にも

送迎バスを運行していると、これは小・中学生と別便で送迎しているということが発

表されております。 

枝幸もそういうことも今後考えていかなきゃならない、また、できるんではないか

と思っておりますが、ここで、確かに人手、確かに運転手の確保とか難しい面はある

と思いますが。 

一つ私が考えるにおいては、これは言っていいかなちょっと迷ったんですが、公務

補の方のやはり運航とかですね、またもう一つは、地域おこし協力隊の募集、これは、

地域おこし協力隊というのは３年契約ですから、任期が３年ですので継続的に無理な

んじゃないのと思うかもわかんないですけども、それを順次よく常に募集かけていく。

また、その間に枝幸町の住民のやはり募集とかいろんなことをですね考えていくこと

において、可能性はあるんじゃないかなと思います。 

そういうことで、教育委員会として、この公務補さんの方、または地域おこし協力

隊の募集ということに関して、ちょっと、お考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） 渡辺議員の再質問にお答えします。 

ただいまの各学校の公務補さんとかですね、地域おこし協力隊員というお話がござ

いましたが、まず公務補さんにつきましては、やはり朝早く来て、学校の、冬は除雪
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から始まってですね、ストーブ・暖房をつけたり、やることがやっぱり朝早くからあ

りますので、そういう公務補さんを通学のバスの運転手っていうのは、なかなかそこ

は難しいのかなというふうに思われます。 

それから、地域おこし協力隊についてはですね、本来、このやっぱり、地域おこし

協力隊というのは、やはり町外の方に数年住んでいただきながら、地域の活性化とか

そういうところに町民以外の目でですね地域に新しい風を吹き込むというような、そ

ういう人材をですね、やっぱり活用するのが、地域おこし協力隊の趣旨だと思います

ので、スクールバスの運転手のためにこの地域おこし協力隊員を活用するというのは、

ちょっと、なかなか、ちょっと無理があるのではないかなと思われます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 教育長のお話の中で、地域おこし協力隊ってのは、斜里だっ

たと思いますが、斜里バスだったと思いますが、地域おこし協力隊がそこに派遣され

たりというような実例があると思います。 

確かに公務補さんの仕事っていうのは、やはり朝早くから、今、お話ありました除

雪とかいう大変な面あると思いますが、ぜひ協力隊員のことは念頭に置いて考えてい

ただきたいと思います。 

その中で、今、この問題は、枝幸町に限らずどこの町村においても、やはり酪農の

やはり担い手として、どうしても、いわゆる子どもさんの送迎ということについては、

どこでも困っているようです。 

その面考えると、やはりどうしても、やはり行政としてもそこに手助けする。また、

それにおいて、この離農、失礼、新たに新規就農という形でですね、枝幸はこういう

制度があるから、枝幸でやってみたいなという方も増えてくるんじゃないかと思いま

す。 

その点、やはり新規就農ということも考えてですね、行政としてどんな考えをお持

ちでしょうか。教えていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 農林課長。 

○農林課長（髙瀨孝弘君） ただいまのご質問にお答えします。 

新規就農された方にお子さんがいる場合、そういった部分でですね、教育委員会と

これまでですね情報提供が十分でなかったと感じておりますので、その辺はですね、

十分、連携を取ってですね、今後やっていきたいと思っております。 

またですね、新規就農の予定ですが、令和８年度に１名の方、この方、単身の方が

就農される予定となっております。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） もう一点、枝幸町、私、農林課に行き、クマの出没状態なん

か確認させていただいてるんですが、農家の方に聞くと、私、件数このぐらいクマの

出没が発生しているというお伝えして、その日じゃないよと、ただ通報しないだけで。

例えば農家の方においてはレントコーンを栽培してる方がおられます。そこには常に

クマが出没すると。 

これは、なぜこういう話から繋げるかというと、子どもさんが、親御さん常に送迎

しておりますが、特に、あの、牛の出産、病気ということからですね、どうしても手
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離せないときがあるらしいです。 

そのときに、やはり極端、５キロもある子どもさんはちょっと無理でしょうけども、

数キロちょっと、１、２キロの子どもさんは、歩いて帰る方もおられるらしいです。 

そういうことも踏まえて、クマっていうものに対するですね、非常に危険性のある

ことを考えると、子どもの安全・安心ということをちょっと言葉に出しづらいなと思

う次第です。 

ここに対する今後問題からもですね、ぜひこのスクールバスっていうのを運行とい

うのは、すぐは難しいでしょうけど、おいおい考える余地はないでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 教育長。 

○教育長（小川俊輝君） ただいまの渡辺議員の再質問にお答えします。 

クマが出没したときにはですね、情報ですね、学校からですね各ご家庭に一斉メー

ルでお知らせしてですね、保護者の方に迎えに来てもらったり、そういう対応をして

おります。 

やはりクマが出てる中で、やっぱり子供を徒歩でやっぱり通学ってのはちょっとな

かなか危険を伴いますので、そこは学校と保護者と連携をとりながら、そういう危険

を回避するようにしております。 

今後のスクールバスの運行につきましてですね、まず、はじめにご答弁申し上げま

したとおり、なかなかこれはちょっと難しい、物理的に難しいんですよね。 

やっぱり、枝幸町は国道 238 号線からそれぞれ農道何本も、農道が串のように入っ

てまして、そこを仮に子どもをスクールバスで送迎するとしたら、かなり物理的に距

離が必要ですし、時間もかかりますし、これが環状、円のようにですね、ぐるっと回

れるような地形であれば検討の余地はあるかもしれませんけども、かなり物理的に、

やっぱりかなり難しいというところがあります。 

これまでも、やっぱり昭和・平成・令和と、今よりも子どもの多い時代でもですね、

酪農家の方はやっぱりいろいろ工夫をされながらですね子どもさんの送迎をしていた

だいたそういう長い歴史と経緯もありますので、今の段階では、教育委員会でちょっ

とスクールバスを運行というのは、ちょっと予定はしておりません。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） 教育長の方から、今、物理的ってお話ありましたが、他の地

域でもやはり１時間以上かかるということから送りにですね、その面で、やはり浜頓

別がこども園スマイルの子どもたちを別バスで送迎するようにしてる。本当非常に何

台も何台も車を使ってるのかなと思います。 

最後にちょっと教えていただきたいと思うんですが、宗谷管内だけでもいいですが、

もしこの町村で、このスクールバス、又はそういう運行しているところを把握してお

りましたら教えていただけないでしょうか。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの議員のご質問にお答えをさせていただき

ます。 

確認なんですけれども、１件１件回ってらっしゃる町村という理解でよろしいです

か。 

では、ではその観点でわかってるところだけですけれども、私ですね、この質問届
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いてからですね、ちょっと近隣確認してみました。 

浜頓別、それから猿払村、中頓別町でございます。どちらも教育委員会宛にですね、

お聞きをした内容なんですけれども、当然児童の数、児童生徒の数についてはですね

枝幸人口も多いっていうことでですね、近隣ではですね、うちの町ほどの人数はおり

ません。ただ、回ってらっしゃるという事実というのはお聞きしてございます。 

ただ地形、先ほど教育長もお話しさせていただきましたけれども、あの地形的な問

題がございます。町の名前は言いませんけども、一直線のところで離れてる町もあれ

ばですね、二つの方向に行かれてるという町も、それぞれ町の地形によって事情が異

なるというふうに聞いてございます。 

枝幸町についてはですね、枝幸町と旧枝幸町と旧歌登町というものが合併して広大

な面積となってございます。 

それから先ほどの教育長の答弁にもありましたとおり、国道からですね中に入って

いかなきゃいけないという事情もございますので、近隣の状況については参考とさせ

てはいただいてはおりますけれども、それぞれの町の事情、地形の事情等々があるな

というふうな実感は抱いております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ２番渡辺議員。 

○２番（渡辺明徳君） この中頓別、猿払などですね、かなり奥行きあるんじゃない

でしょうか。枝幸は、浜通りずっと音標から目梨ってかなり距離もあるのはわかりま

すけれども、猿払などもすごく奥行き、浜通り、距離あるんじゃないでしょうかね。 

そういう面を考えても、枝幸が完全にできないっていうことはないと思うんですね。 

そこんところを、今、教育長に、もう無理だというようなお話されましたけど、ど

うか、これはもう自治会・町内会長とか、又は、やはりその酪農家に限らずでしょう

けども、こういう要望が出ているわけですから、少しずつもですね、こうやればでき

るんじゃないかという可能性をですね模索しながら、やはり前向きに考えていただき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

再答弁を終わります。 

○議長（小原 仁君） 渡辺議員、答弁よろしいですか。答弁あれば、いいすか。 

教育長。 

○教育長（小川俊輝君） やっぱり、今後、児童数の推移もありますし、今後、学校

の部分もどうなるかっていうのが、ちょっと 10 年後、20 年後どうなるかってわから

ないんですけども。 

渡辺議員さんのおっしゃることは十分わかりますので、今後、ちょっと検討課題と

して引き続き研究していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） 渡辺委員よろしいですか。はい、これをもちまして、渡辺議

員の一般質問を終わります。 

続きまして、６番小林正浩議員の質問を許します。 

６番小林議員。 

（６番小林正浩君 登壇） 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。通告に従いまして質問させていただきます。 

保養施設の経営。 

12 月４日に開らかれた産業厚生常任委員会に、オホーツク枝幸株式会社が枝幸町
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保養施設の管理運営する案が示されました。 

主な理由として、地元からの雇用促進の確保と、安定的な事業運営が可能であるこ

とと受け止めました。 

しかし、オホーツク枝幸株式会社の経営に対する方向性が示されなかったことによ

り、雇用施設の今後のビジョンが見えませんので、オホーツク枝幸株式会社の社長で

ある町長の所信を伺います。 

次に、令和６年度の予想として、ホテルニュー幸林は、職員の努力もあり、売上高

と経費のバランスが向上していますので評価したいと思いますが、グリーンパークホ

テルは経費が売上高を約 4,000 万円上回ると報告されています。この赤字をどのよう

に解消していくのか、対応と戦略について町長に伺います。 

最後に、オホーツク枝幸株式会社は、平成 29 年４月１日から令和７年３月 31 日ま

で指定管理者として８年間運営を行う予定です。また、令和７年４月１日から、今後

５年間、指定管理をするのであれば経営の検証が必要ですし、今後のビジョンについ

ても、議会との慎重な議論と民意の調査を参考とした熟慮が必要と考えますので、ア

ンケート調査の必要性について町長の所信を伺います。 

○議長（小原 仁君） 答弁を求めます。 

はい、町長。 

（町長村上守継君 登壇） 

○町長（村上守継君） 小林議員のご質問にお答えします。 

１点目の保養施設の今後のビジョンについてですが、保養施設は条例で定めている

とおり、町民の心身の健康維持増進、福祉の向上と地域連帯感の醸成、さらに観光産

業の振興を図るために設置された施設であります。 

保養施設の運営につきましては、合併後これまで、幾度となく経営形態を変えなが

ら、現在は、町が全額出資して設立したオホーツク幸株式会社が指定管理者となって、

地域住民の保養の場として、さらにまた、地域経済の活性化とともに、雇用の安定・

持続化に重要な役割を果たしてきたところであります。 

保養施設は、両ホテルとも建設時から既に 40 年以上を経過し、老朽化が進行して

いることから、長寿命化のため必要な施設改修を行ってきておりますが、客室が時代

のニーズに合わないため、ホテルニュー幸林の客室改修が目下の課題となっておりま

す。そのため、両ホテルが連携を図りながら、うたのぼりグリーンパークホテルが不

足する客室の受け皿の役割を果たしている間に、特に、今、申し上げましたホテルニ

ュー幸林の改修に取り組まなければならないと考えているところであります。 

続いて、２点目のうたのぼりグリーンパークホテルの赤字を解消するための対応と

戦略についてでありますが、令和２年度から３年度の２ヶ年は、感染症の影響で利用

者が大きく減少している中で、エネルギー価格、特に電気・ガス・燃料費の急激な上

昇により、光熱費、燃料費が著しく増加している状況にあります。 

さらに、昨年からの最低賃金の大幅アップに伴い、雇用の安定とともに、人材確保

を図るうえで人件費もかなり増加しておりますので、本年４月には、宿泊料金などの

見直しを行い、経営改善に取り組んでいるところであります。 

昨年、新型コロナウイルス感染症の５類移行後は、宿泊者も徐々に戻りつつありま

すが、グリーンパークホテルに関しましては、冬季間の利用が少ないことが、営業収

支の悪化要因となっているわけでございます。 
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今後は、両ホテルおよびゴルフ場の連携を強化し、通年における集客の拡大を図り、

収益向上を目指すとともに、運営全般についてさらに効率化を図りながら、経営改善

に努めてまいる考えであります。 

最後に、３点目の経営の検証及びアンケート調査の必要性についてでありますが、

保養施設の指定管理者であるオホーツク枝幸株式会社からの事業報告に関しましては、

指定管理者選定評価委員会において、毎年度、ご審議をいただいているところであり

ます。 

また、施設運営に関する利用者の意向把握につきましても、町内各界を代表する方

が構成員となっている経営戦略会議を毎年度、定期的に開催する中で、貴重なご意見

をいただくことができていると思っております。 

なお、保養施設等の今後のあり方につきましては、新年度に着手する新たなまちづ

くり計画の策定作業の中で、町民皆さんの意向を把握したいと考えております。 

今後に向けては、町と指定管理者が一体となって、これまでの検証をしっかり行っ

たうえで、独自に経営戦略の策定に向けて取り組みを進めてまいるというところであ

ります。以上、答弁とします。 

○議長（小原 仁君） 町長の答弁が終わりました。再質問があれば許します。 

６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まず、町長の答弁の中にもあったようにですね、両施設とも 40 年以上超えた施設

であるということ。それと、特にですね、グリーンパークホテルにか関して言えば、

確か昭和 49 年に建築されて、もう 50 年経っているという状況があると思うんですね。 

ですから、今、町長の答弁の中では、ニュー幸林の客室改修に合わせて、グリーン

バックを考えていくんだっていうようなそういうお話でしたが、もう 50 年も経った

施設なんで、今後どれぐらい持つと考えられているのか、そしてニュー幸林の改修ま

でこのグリーンパークホテルが持つのかっていうそういう単純な疑問があるんですが、

その辺はどう考えておられますか。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 小林議員の再質問にご答弁いたします。 

グリーンパークと言ってもですね、元々本体は確かに 49 年、健康回復センターと

いうところから始まっておりまして、それが、後にグリーンパークホテルをですね建

てたのが、オープンしたのは元年、平成元年でございます。 

そういう中で、あくまでも、今、宿泊の主体となっているのは、グリーンパークホ

テルの客室がほとんどでございますから、そういう中でご心配のこれからどのぐらい

持つのかというところではですね、何とか、全体的には、今、今年に限ってエレベー

ターの更新、そして最近、確かボイラーも更新させていただいたと。 

そういう中でですね、何とか全体として機能を維持するための必要最小限のですね

改修は、これまでもご理解いただいて取り組んできておりますので、先ほど申し上げ

たとおりですね、何とかそういう中で、幸林の今後のということを考えたときにはで

すね、やはり枝幸町としての宿泊の受け皿が大きくそこでなくなることになりますか

ら、そこを何とかグリーンパークが機能を果たせているうちに、将来、近い将来です

ね、幸林の改修をしっかり、そのために次期のまた、まちづくりの、いろいろ策定す

るうえではですね、これもなかなか難しい作業ではありますけれども、同時に将来構
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想というものをしっかり作りながら、近いうちに何とか取り組むというところが大事

なことだなというふうに考えております。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

町長から、いつとは言えないけども、早いうちにこれを解決していくんだという言

葉をいただきましたので、とりあえずここはわかったとします。 

そして、次にグリーンパークホテルの収支のバランスが取れてないことに関し、原

料価格の高騰、これはもう、もう日本中そうなので受け止めますし、冬期間の利用が

少ないっていうのも、そこも受け止めたいと思うんですが、私、ちょっと今回注目さ

せていただいたのは、グリーンパークホテルの営業収入に関してなんですが、平成

29 年、営業収入、食堂と売店収入なんですが 6,700 万円ほどあります。30 年、これ

は 6,500 万円ほどあります。令和１年、元年は 6,800 万円ほどあります。それがで

すね、令和４年は 4,600 万円、令和５年は 4,400 万で、今年の予想が 4,100 万円で、

なんでこれだけ下がってるかっていう要因と、これをどうしていくかっていう対策が

あれば、その辺のことをちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

というのはですね、ホテルニュー幸林は、大体ですね平成 29 年は 8,300 万円の売

り上げ、平成 30 年は 9,900 万円、令和１年は 9,000 万円ぐらい。それがですね、令

和４年１億 1,000 万円、令和５年１億 2,000 万、令和６年度予算も１億 2,000 万円

と上げてるんですよね。 

やっぱり上がったっちゅうこと、やっぱり努力していることだと思うんですが、こ

のノウハウがグリーンパークホテルの方には生かされてないんで、その辺のことも含

めてちょっとお聞かせ願えれば。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） 小林議員のただいまのご質問にお答えします。 

議員ご指摘のとおりですね、ニュー幸林につきましては、コロナ禍以降ですね、レ

ストラン部門、また宿泊部門につきましても、収入の方増収されております。 

グリーンパークホテルにつきましても、先ほどご指摘ありましたとおりですね、レ

ストラン部門の食堂売店収入という区分けをさせていただいておりますが、それはコ

ロナ禍以降ですね、やはりコロナ禍で一時大きく下がりまして、その以降ですね、な

かなか回復できていないというところでございます。 

まず一つですね、グリーンパークホテルの場合ですね、町の中から遠方にございま

して、その中で、なかなかランチ等のですね収入というのがですね伸びてこないとい

うところと夜の部分もそうなんですけれども、そういうところもございます。また、

この食堂売店収入につきましては、宿泊時のですね朝食・夕食の収入も含んでござい

ます。 

ですから、宿泊の回復っていうところがですね大きなところにもなってきておりま

す。また、だんだん、最近ご利用者の方につきましても、これ両方保養施設等もそう

なんですけれども、夕食また朝食を取らなくなったりとか、素泊まりで泊まられると

いうところもございます。 

そういうところで、レストランの収入が落ちているというところもございますが、

もう一つの要因としましては、厨房部分の人員の確保というのが非常に難しい状況に

ございまして、特にグリーンパークホテルにつきましては、厨房部門かなり少ない人
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数で営業しております。 

その中でいて、積極的な営業展開というのがなかなか難しい状況の中で、いろいろ

人員を工夫しながら営業してございますが、それでもなかなかですね人が集まらなか

ったり、営業の方がうまく伸びていかないというところがございますので、今後です

ね、グリーンパークホテルにつきましてもニュー幸林とですね連携を図りながら、今

後のですねレストラン収入の回復に努めていきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今のお話はわかるんですけれど、全然今後の対策っていうこ

とを考えると、全く響かないんですよ。 

経営っていうのはやっぱり弱いところがあったら、そこを対策を取って何とかして

いかなかったら動かないっていうのはこれはっきりしてるんですよね。 

それができないっていうのは、ちょっと努力が申し訳ないけど少し足りないのかな

と。 

確かに料理人さんがいなくて平成５年は冬期間休んだりとかしてますし、そういう

のっていうのは原因がわかっているんですから、手厚く対策をとらないと駄目なとこ

だと思うんですよ。 

それが今年も取られてないっていうことがこういう原因だと思うんで、オホーツク

枝幸株式会社として、これから料理人を育てたりとかっていうそういう構想ってない

んでしょうかね。 

これね、会社の経営としては、例えば病院であれば、看護師さん、お医者さん、い

ろんな医療関係者を育てる努力っていう枝幸町してますよね。 

同じだと思うんですよ。これ枝幸町の問題です。だから、枝幸町、オホーツク枝幸

株式会社が、これね、責任をもって管理運営してるわけですからね、枝幸に必要な人

材は枝幸町でちゃんと育てるっていう、そういう発想があってもいいと思うんですが、

その辺はどう思われますか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの再質問にお答えさせていただきます。 

あの、議員おっしゃるとおりですね、料理人の不足、また人材の育成というかです

ね、そこはなかなか進んでいないふうに取られるかと思います。 

実は、ニュー幸林の方につきましては、料理長と副料理長、さらに若手 20 代の調

理員、料理人の方が調理師の方がお二人おりまして、今、その方々をですね何とか育

てて両方の施設でうまく活用でき、活用というかですね、活躍していただきたいと思

っておりますが、まだそこまで、なんていうかね、グリーンパークの方にこう、今、

グリーンパークの方に副料理長がお一人おりまして、その中で調理補助、またそこら

辺で頑張ってはいるんですけれども、なかなかそこら辺ですね、まだそちらの方に派

遣というか人事を交流させながらやっていきたいと考えております。 

なかなかそこが進んでいかないところは、またこれから経験がさらに必要かと思い

ますので、そういうところをどんどんですね育てていきたいのと、さらにですね、い

ろいろなですね人材の確保の有効的なところをいろいろ模索している途中なんですけ

ども、いろいろ人材紹介の会社さんだとか、いろいろあたっているところなんですけ

れども、やはり全国的な料理人の不足、宿泊業界のですね人材の不足というのがかな
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り進んでおりまして、そこら辺はですね、これからも情報収集をどんどんですね進め

ていって、料理人の確保また人材の確保というのを全施設の今喫緊の課題になってま

す人材不足が。それは、会社としては進めていって、人材を確保して営業の推進に確

保していきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

はい、今の参事の話を聞いて少し希望が持てたかなと。若手２人がいるということ

で、２人に限らず、もう１人、２人確保するような方向で進んでいけば、経営が安定

するんじゃないかなというふうに思いますので、ぜひ今後も努力を続けていただきた

いと思います。 

あとですね、これ提案ですと、今後５年間、オホーツク枝幸株式会社が保養施設を

管理するというそういうご提案だと思うんですが、我々議員も任期あと１年で、５年

後まで指定管理を何て言うんでしょうか認めるっていうのはちょっと難しい、個人的

には難しいかななと思うんですが、これ５年間という何か根拠って、指定管理って別

に何年とかっていうことはないと思うんですが、なぜ５年間必要なのかということが

わかれば教えていただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 最初のご答弁で申し上げましたとおりですね。今後の、今、

この保養施設プラスゴルフ場の指定管理の形態っていうのはですね、やはり今後の施

設のあり方を考えたときにはですね、やはり５年ぐらいのスパンがないとですね、な

かなかそういった展望が開けないのではないかというふうに考えているところでもあ

ります。 

そういう中でご心配なのは、やはり重荷となっているグリーンパークの運営をです

ね。 

そういう中で、このままズルズルとですね続けていくことがどうなのかというふう

にも私は思ってるんですが、前段で、今、堀川参事から説明がありました答弁があり

ましたけども、もう一つはですね、やっぱり、今朝もちょっとテレビのニュースで、

ちょうど忘年会シーズンですから、その忘年会のあり方っていうのがずいぶんとやっ

ぱり変わってきたと。 

昔みたいに大勢が集まってですね、たくさんこうワーワーやるということではなく

なってきてるような、やはり少人数で会食、それはある意味、幸林はですねそこそこ

の規模で、しかもまたレストランもいろいろそういった小部屋があったりする、小上

がりがあったりですね、たくさんそういうニーズに対応できる形でやってますけども。 

やはりグリーンパークは、元々どっちかといえば、アメニティホールって名前はい

いんですけれども、体育館を活用してですね、そこで過去には議員の皆様もですね、

年に１回は会食宴会をですねやっていただいたこともありますが、そういうところが、

やっぱり世の中のニーズが変わってきたのに、そこにしっかり対応しきれてないとい

うところも、現実大きな要因だというふうにも考えております。 

ですから、そういうところも踏まえてですね、これまでは幸林・グリーンパークと

別々な形でこうね、お互いに競ってって言ったらあれですけど、そういう形でやって

たんですけども、やはり、ここに至って、やっぱりもう少し、やっぱり両ホテルがで

すね連携をして、しかもやっぱり、そこで働く人たちもですね、お互いに、こっちは
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こっち、そっちはそっちって言うんじゃなくですね、しっかりと連携を深めながら、

やっぱり効率的な運営をというところに、一段とですね、やっぱり努力していただか

なければならない。 

そうしなければ、なかなか今のですね、若干、収支不足というところも、多少、今、

物価高騰あるいは、またいろいろ経費の値上げというところでの、提供するいろんな

メニューもですねお客さんに値上げして、何とかそういう形で対応し、値上げした中

で対応しているわけでございますけども、何にしても、しっかりと今一度そういうと

ころに職員一丸となって取り組むよう、今後、私どもある意味そっちの方のトップで

すから、しっかりとそういう面でもですね指導していきたいというふうに思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） ６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） これ、最後にしたいと思うんですが、アンケート調査ってい

うことに関してなんですが、先ほど町長は、オホーツク枝幸の方で民間の方も入って

いただいて、いろんな情報を取ってやってるから大丈夫だよっていうようなお話だっ

たと思うんですが、それはオホーツク枝幸管理会社としてのオホーツク枝幸のことで

あって、枝幸町が、今後、保養施設をどういうふうにしていくかということに関して

言えばまた別の問題で、やっぱり、それはやっぱり、まち特とか通じて、やっぱり

我々議員ともっとみんなで話し合って、将来性を話し合う必要があると思うんですよ

ね。それは間違いないと思うんですよ。 

それと併せてですね、やはりその中には、町もそうですけれど、新しいことをやる

とき、継続事業やるときもそうだと思うんですけど、パブリックコメントっていうの

はやっぱり取られてると思うんですよね、未だにね。 

ですから、そのことも絡めて言うとね、私はアンケート調査がね、何て言ったらい

いんでしょうか、例えばグリーンパークをもっと利用するためにどうしたらいいかみ

たいなアンケート調査があってもいいですし、例えば、食堂が、結局は、今、人が少

ない利用者が少ないということであれば、食堂とサウナを合わせたお風呂を合わせた

メニューをやはり少し低価格で町民に図るとか、そういうものも含めて、やはり私は

アンケート調査は必要だと思うんですが、町長、今、もう一点だけ、これ答えていた

だければ。 

○議長（小原 仁君） 町長。 

○町長（村上守継君） 小林議員の質問にお答えいたします。 

確かにおっしゃるとおりだと思います。それでいろんな形で、やっぱり今後、しか

もまた、今、これからだんだん年明けて数ヶ月はどっちかと言えば閑散期に入るわけ

ですから、そういうときにですね、やはり現状をしっかり分析しながら、会社として

もですね、あるいはまた、今後に向けての、いろんな、またご意見をいただくってい

うこともですね、しっかりとまた考えていかなければならないというふうに思ってま

すし、もう一つはやっぱり、私どもも町と会社が一体となって行っても所詮同じよう

な顔ぶれでやってるわけですから、そういう中ではですね、ちょっとやっぱり外部の

方のしっかりとしたまたね評価もしていただかなきゃならん時期かなと思ってますん

で、そういったことも含めて、私も、あと残された任期の中で、そういう面での取り

組みをですね、しっかり、今後、進めていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 
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○６番（小林正浩君） 終わります。 

○議長（小原 仁君） はい、それでは小林議員の一般質問を終わります。 

時間が１時間以上経ってますので、14 時 20 分、２時 20 分まで休憩といたします。 

休憩 午後２時０２分 

再開 午後２時２０分 

 

◎日程第６ 陳情第９号 ～ 日程第７ 陳情第１０号 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

日程第６ 陳情第９号 臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑われる国への渡

航移植等を防止するための法整備等を求める意見書提出の陳情。日程第７ 陳情第

10 号 国の責任によるゆきとどいた教育の実現を求める要望書を議題といたします。 

これらの陳情は、議長宛に提出のあった陳情書であります。内容は、お手元に配付

いたしました陳情文書表のとおりであります。 

本陳情の取り扱いについては、12 月 12 日開催の議会運営委員会で協議され、全議

員に資料配布として処理したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、陳情第９号、陳情第 10 号については、全議員に資料配付のこととい

たします。 

なお、本陳情に賛同のある場合は、意見書等をもって提案願いたいと思います。 

 

◎日程第８ 発議第３号 

○議長（小原 仁君） 日程第８ 発議第３号 枝幸町議会個人情報保護条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 

本件につきましては、12 月 12 日開催の議会運営委員会において、その取り扱いを

協議し、枝幸町議会会議規則第 14 条第３項の規定に基づき、議会運営委員会からの

発議で提案することが決定され、議長宛てに申し出があったところであります。 

提出者であります議会運営委員会の村上守義委員長より、登壇のうえ、提案理由の

説明を求めます。 

村上委員長。 

（議会運営委員会委員長村上守義君 登壇） 

○議会運営委員会委員長（村上守義君） 別添、発議議案の１ページをご覧ください。 

発議第３号、枝幸町議会個人情報保護条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町議会個人情報保護条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町議会運営委員会委員長村上守義。 

それでは、提案理由について朗読をもってご説明いたします。 

このたびの一部改正は、令和４年６月 17 日に、刑法等の一部を改正する法律、及

び同法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する法律が制定されたことに伴い、懲役

及び禁錮を廃止し、これに代えて拘禁刑が創設されたことから、本条例においても所

要の改正を行うものであります。 

また、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、

いわゆる番号利用法の改正に伴い、本条例で規定されている引用箇所の条項にずれが
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生じてくることから、併せて改正を行うものであります。 

改正の内容につきましては、別添の新旧対照表によりご説明いたします。３ページ

をお開き願います。 

まず、第１条として、第 53 条から 55 条の罰則規定の条文中、懲役を拘禁刑に改め

ます。 

４ページに参りまして、第２条として、番号利用法の改正により、引用箇所の条項

にずれが生じたことから、第２条第９項中、第８項を第９項に、５ページ、第 39 条

第１号中、第９項を第 10 項にそれぞれ改めます。 

４ページに戻っていただいて、中段の第 18 条第２項及び下段の第９条第１項では、

それぞれ文言整理のための改正を行います。 

５ページに参りまして、附則として、施行期日、第１条、この条例は、刑法等の一

部を改正する法律の施行の日から施行します。ただし、第２条の改正規定は、公布の

日から施行します。 

罰則の適用等に関する経過処置、第２条、第１条の改定規定につき、この条例の施

行前にした行為の処罰については、なお従前の例によるとします。 

第２項、第１条の改正規定につき、この条例の施行後にした行為に対して、他の条

例の規定により、なお従前の例によることとされ、なお効力を有することとされ、ま

たは改正前若しくは廃止前の条例の規定の例によることとされる罰則を適用する場合

において、その当該罰則に定める刑に旧刑法第 12 条に規定する懲役、旧刑法第数 13

条に規定する禁錮、又は、旧刑法第 16 条の規定にする拘留が含まれるときは、当該

刑のうち、懲役又は禁錮は、長期及び短期を同じくする有期拘禁刑と、旧拘留は、長

期及び短期を同じくする拘留とします。 

人の人格に関する経過処置、第３条、第１条の改正規定につき、拘禁刑又は拘留に

処される、処された者に係る他の条例の規定により、なお従前の例によることとされ、

なお効力を有することとされ、又は改正前もしくは廃止前の条例の規定の例によるこ

ととされる人の資格に関する法令の規定の適用については、無期拘禁刑に処せられた

者は、無期禁錮に処せられた者、有期拘禁刑に処された者は、刑期を同じくする有期

禁固に処された者、拘留に処された者は、刑期を同じくする旧拘留に処せられた者と

みなします。 

以上、大変雑駁ではありますが、発議第３号の提案理由の説明とさせていただきま

す。よろしくご審議のほど、ご決定を賜りますようお願いいたします。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、発議第３号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 
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○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、発議第３号 枝幸町議会個人情報保護条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 承認第１１号 

○議長（小原 仁君） 日程第９ 承認第 11 号 専決処分の承認を求めることにつ

いてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書１ページでございます。 

承認第 11 号 専決処分の承認を求めることについて。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

処分事項でございます。 

専決処分の内容は、令和６年度枝幸町一般会計補正予算。 

専決処分年月日は、令和６年 10 月４日。 

専決処分の理由は、議会を招集する時間的余裕がなかったためでございます。 

続いて、専決処分書でございます。 

地方自治法第 179 条第１項の規定により、議会を招集する時間的余裕がないと認め、

次のとおり専決処分する。 

令和６年 10 月４日 枝幸町長。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算。 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第４号は、別紙に定めるところによる。 

別冊、令和６年度一般会計補正予算書第４号の１ページをお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,681 万

6,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 129 億 3,705 万 9,000

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

今回の補正予算は、10 月 27 日執行の第 50 回衆議院議員総選挙執行経費の計上で

ございます。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。10 ページを

お開き願います。歳入でございます。 

16 款道支出金、３項委託金は 1,681 万 6,000 円の増額で、衆議院議員選挙執行委

託金でございます。 

以上、歳入合計は、補正前の額 129 億 2,024 万 3,000 円に対し、1,681 万 6,000

円を増額し、129 億 3,705 万 9,000 円とするものでございます。歳入は以上です。 

続いて、歳出でございます。14 ページをお開きください。 

２款総務費、４項選挙費は 1,681 万 6,000 円の増額で、衆議院議員選挙執行経費

でございます。 
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以上、歳出合計は、補正前の額 129 億 2,024 万 3,000 円に対し、1,681 万 6,000

円を増額し、129 億 3,705 万 9,000 円とするものでございます。 

17 ページ以降の予算説明書につきましては説明を省略させていただきます。 

以上、専決処分いたしました令和６年度枝幸町一般会計補正予算第４号の内容説明

とさせていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご承認くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

討論を省略したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。したがって、討論を省略いたします。 

これより、承認第 11 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本件については承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、承認第 11 号 専決処分の承認を求めることについては、承認するこ

とに決定されました。 

 

◎日程第１０ 議案第５７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 10 議案第 57 号 公の施設に係る指定管理者の指定

についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書２ページでございます。 

議案第 57 号 公の施設に係る指定管理者の指定について。 

枝幸町公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定することについて、地方自治法

第 244 条の２第６項の規定により、議会の議決を求める。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由でございます。 

うたのぼりグリーンパークホテルをはじめとする保養施設並びに南宗谷ゴルフ場は、

令和２年４月から、それぞれ、オホーツク枝幸株式会社が指定管理者として管理運営

を行っています。 

指定管理期間が令和７年３月 31 日で終了することから、令和７年４月からの指定

管理者を選定する必要があるため、枝幸町指定管理者選定評価委員会の意見を踏まえ、

候補者を選定しましたので、議決を求めるものであります。 

１、保養施設、括弧１、指定管理者に管理を行わせる施設の名称及び所在地は、う

たのぼりグリーンパークホテル。枝幸町歌登辺毛内 3665 番地２外。うたのぼり健康

回復村コテージの里。枝幸町歌登辺毛内 3792 番地１、3792 番地２。ホテルニュー幸

林。枝幸町北幸町 1624 番地２、7020 番地１。以上、保養施設３施設です。括弧２、
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指定管理者となる団体の名称等は、オホーツク枝幸株式会社。代表取締役村上守継。

枝幸町北幸町 1624 番地２。括弧３、指定の期間は、2025 年４月１日から 2030 年３

月 31 日までの５年間であります。 

２、南宗谷ゴルフ場、括弧１、指定管理者に管理を行わせる施設の名称及び所在地

は、南宗谷ゴルフ場。枝幸町歌登辺毛内 3664 番地１他。括弧２、指定管理者となる

団体の名称等は、オホーツク枝幸株式会社。代表取締役村上守継。枝幸町北幸町

1624 番地２。括弧３、指定の期間は 2025 年４月１日から 2030 年３月 31 日までの

５年間であります。 

指定管理者選定評価委員会による指定管理者の候補者選定結果については、別冊の

議案関係参考資料によりご説明申し上げます。１ページをごお開きください。 

指定管理者票選定評価委員会による指定管理者の候補者選定結果について、１、保

養施設、括弧１、選定した団体名は、オホーツク枝幸株式会社。代表取締役村上守継。

枝幸町北幸町 1624 番地２です。 

括弧２、選定経過です。指定管理者評価選定評価委員会は、10 月に、出席委員７

名により、公募、非公募及び指定管理業務に関する仕様書の決定、指定管理者の候補

者の選定を議題に開催されました。 

次に選定方法です。枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定の手続きに関する条例

第５条の規定に基づき、次の理由により、公募によらない方法による指定管理者の候

補者として、委員全員の賛成により選定することとされました。 

公募によらない指定管理者の候補者の選定理由です。町が全額出資する枝幸、オホ

ーツク枝幸株式会社が保養施設の指定管理を行うことにより、長期にわたり継続的か

つ安定的な事業運営が可能となり、経営基盤の強化が図られる。また、町の施策と連

携を図りながら、豊かな地域資源や地域の特色を生かした営業展開を行うことができ

るほか、地元からの雇用促進、専門性の高い人材の育成や、安定的雇用の確保により、

定住促進による地元経済の好循環が期待されるため、候補者を選定することとされま

した。 

２、南宗谷ゴルフ場です。括弧１、選定した団体名は、オホーツク枝幸株式会社。

代表取締役村上守継。枝幸町北幸町 1624 番地２です。括弧２、選定結果です。経過

です。指定管理者選定評価委員会は、10 月に、出席委員７名により、公募、非公募

及び指定管理業務に関する仕様書の決定、指定管理者の候補者の選定を議題に開催さ

れました。 

次に選定方法です。枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定に、指定の手続きに関

する条例第５条の規定に基づき、次の理由により、公募によらない方法による指定管

理者の候補者として委員全員の賛成により、選定することとされました。 

２ページをお開きください。公募によらない指定管理者の候補者の選定理由です。 

町が全額出資するオホーツク枝幸株式会社が、南宗谷ゴルフ場の指定管理を行うこ

とにより、長期にわたり継続的、安定的な事業運営が可能となり、経営基盤の強化が

図られる。また、町の施策と連携を図りながら、豊かな地域資源や地域の特色を生か

した営業展開を行うことができるほか、地元からの雇用促進、専門性の高い人材の育

成や安定的雇用の確保により、定住促進による地元経済の好循環が期待されるため、

候補者を選定することとされました。 

以上、簡単ではございますが、議案第 57 号の提案理由説明とさせていただきます。 
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よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 57 号について採決します。 

お諮りします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 57 号 公の施設に係る指定管理者の指定については、原案の

とおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第５８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 11 議案第 58 号 枝幸町公の施設に係る指定管理者

の指定の手続き等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書４ページでございます。 

議案第 58 号 枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例の

一部を改正する条例について。 

枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に関する条例の一部を改正する

条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本条例の改正につきましては、指定管理者が、毎年度、事業終了後に作成する事業

報告書の提出期日を改正するものであります。 

先日、14 日開催された第３回指定管理者選定評価委員会において、指定管理者の

清算において、現在の物価高高騰の影響と住民サービスの低下を招くことのないよう、

燃料費及び電気料を実績精算できる旨、指定管理者制度の運用に関するガイドライン

の一部の改正を行ったところであります。 

この指定管理料の精算、確定に当たり、指定管理者の収支報告書の作成、町との精

算に関する協議期間を考慮し、事業報告書の作成期間を確保するためのものでありま

す。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料３ページをご参照願います。 

改めて議案書４ページをご覧ください。一部改正する条文は、第 10 条本文中、30

日以内を５月末日までに改める。規則として、この条例は、公布の日から施行する。 
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以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 58 号について採決します。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 58 号 枝幸町公の施設に係る指定管理者の指定の手続き等に

関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第５９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12、議案第 59 号、枝幸町長等の損害賠償責任の一部

免責に関する条例の一部を改正する場を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書５ページでございます。 

議案第 59 号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改

正する条例について。 

枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例等の一部を改正する条例を次

のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

令和６年９月 26 日に施行された地方自治法の一部改正による条の追加に伴い、枝

幸町長等の損害賠償責任の一部を免責に関する条例など４件の条例で引用している同

法の条にずれが生じることから、引用部分の改正を行うものであります。 

なお、４件とも、条例自体の内容についての変更はございません。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、申し上げますので、該当

条文の全部を他にご確認いただく場合は、別冊の議案関係参考資料４ページの第１条

から７ページの第４条までをご参照願います。 

改めて、議案書５ページ、一部改正する条文は、第１条として、枝幸長等の損害賠

償責任の一部の免責に関する条例の一部改正では、第１条中、第 243 条の２の７第１

項を第 243 条の２の８第１項に、第 243 条の２の８第３項を第 243 条の２の９第３

項に改める。第２条中、第 243 条の２の７第１項を第 243 条２の８第１項に改める。 
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次に、第２条として、枝幸町監査委員条例の一部改正では、第３条中、第 243 条の

２の２第３項を 243 条の２の９第３項に改める。 

次に、第３条として、枝幸町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正では、第５条中、第 243 条の２の８第８項を第 243 条の２の９第８項に改める。 

第４条として、枝幸町国民健康保険病院事業等の設置に関する条例の一部改正では、

第４条中、第 243 条の２の８第８項を第 243 条の２の９第８項に改める。 

附則として、この条例は、公布の日から施行する。 

以上、提案内容の説明をさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

本案につきましては、地方自治法第 243 条の２の７第２項の規定により、地方公共

団体の議会は、本案を議決しようとするときは、あらかじめ監査委員の意見を聴かな

ければならないと定められています。 

そのことから、私の方で、あらかじめ、文書により監査委員の意見を求めておりま

した。なお、監査委員から既に意見会回答文書をいただいておりますので、その回答

文書を事務局よりお配りいたします。 

それでは文書配布のため、暫時休憩をいたしますので、着席のままお待ちください。 

休憩 午後２時５２分 

再開 午後２時５２分 

○議長（小原 仁君） 休憩を解き、会議を再開いたします。 

ただいまお配りいたしました意見回答文書については、お目通しいただけたものと

思います。意見回答は、本案については、異議ありませんということであります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 59 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 59 号 枝幸町長等の損害賠償責任の一部の免責に関する条例

の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１３ 議案第６０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 議案第 60 号 刑法等の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整備に関する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 
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（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書６ページでございます。 

議案第 60 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例について。 

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例を次のとお

り制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

令和４年に公布されました刑法等の一部を改正する法律において、懲役及び禁錮を

一本化し、新たに拘禁刑を創設するなどの改正がなされ、同法が令和７年６月１日か

ら施行されます。 

この施行に伴い、枝幸町情報公開条例など５件の条例について、懲役及び禁錮を拘

禁刑に改めるとともに、同法の施行に伴う関係法律の整理及び整理等に関する法律に

規定する経過措置について、附則にて同様に設けるものであります。 

改正条例の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文を確認い

ただく場合は、別冊の議案関係参考資料８ページの第１条から 13､14 ページの第５条

までをご参照願います。 

改めて議案書６ページ、一部改正する条文は、第１条として、枝幸町情報公開条例

の一部改正では、罰則規定の第 30 条中、懲役を拘禁刑に改める。 

第２条として、枝幸町職員の給与に関する条例の一部改正では、期末手当に関する

規定の第 20 条の２第３号及び第４号中、禁錮を拘禁刑に改める。第 20 条の３第１項

第１号及び第３項第１号中、禁錮を拘禁刑に改める。 

次に第３条として、枝幸町行政不服審査会条例の一部改正では、罰則規定の第 15

条中、懲役を拘禁刑に改める。 

次に第４条として、枝幸町個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正では、

枝幸町個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置として、附則第３条第３項及び第４項

中、懲役を拘禁刑に改める。 

第５条として、枝幸町個人情報保護審査会条例の一部改正では、罰則規定の第 17

条第１項中、懲役を拘禁刑に改める。 

附則として、第１条、施行期日は、刑法等の一部を改正する法律の施行の日から施

行する。また、第２条、罰則の適用等に関する経過措置、及び第３条、人の資格に関

する経過措置については、国の整理法と同様の経過措置を設けるものであり、内容は

次のとおりです。 

第２条では、過去に罰則規定を含む条例の改廃を行った際に設けた経過措置の規定

を適用する場合等に、今回の刑法改正に伴って、その罰則の適用に影響が生じないよ

うにするためのものです。 

第３条では、欠格条項など、懲役や禁錮に処された者や、これらの経緯で起訴され

た者を人の資格制限の対象としている場合等に、今回の刑法改正に伴って、これらの

刑が拘禁刑に改正されたとしても、その対象となる範囲に影響が生じないようにする

ための経過措置です。 

前段の概要で申し上げましたが、刑法の施行期日前の刑の適用については、国と同

様の規定を設けております。 
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以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 60 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 60 号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 議案第６１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 議案第 61 号 枝幸町特別職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書８ページでございます。 

議案第 61 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いて。 

枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

る。 

令和６年 12 月 17 日提出、枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

公務員の給与につきましては、本年８月に公表された人事院勧告を受けて、政府は、

国家公務員の給与を勧告どおり実施する閣議決定を行い、給与関係法案を今臨時国会

に提出する予定であります。 

今回の人事院勧告の主な内容は、官民給与の格差を踏まえ、月例給及び期末勤勉手

当、寒冷地手当をそれぞれ引き上げのほか、その他、諸手当の見直しがなされていま

す。 

当町としては、これまで人事院勧告並びに国の動向に準拠して給与改定してきた経

緯がございますので、本条例案では、特別職に係る令和 6 年 12 月の期末手当を 0.1

ヶ月分引き上げるとともに、令和７年度以降は 0.1 ヶ月分増の年間 4.6 ヶ月分を、

６月と 12 月の手当にそれぞれ均等に支給する内容の一部改正を行うものおります。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ
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ます。別冊議案関係参考資料 15 ページをお開き願います。 

先ほどの概要説明で申し上げましたとおり、本条例の一部改正は２段階の改正であ

り、第１条は令和６年度の適用、第２条では令和７年度以降の適用として区分されま

す。 

はじめに、第１条、令和６年度の適用についての改正です。第６条第３項第２号中、

12 月１日基準日の期末手当の率、現行 100 分の 225 を 100 分の 235 に改正するもの

です。 

次に 16 ページ、第２条、令和７年度以降の適用の、適用についてでありますが、

先ほどの第１条の改正条文が溶け込んだことを前提とした改正です。 

第６条第３項第１号中、６月１日基準日の期末手当の率、現行 100 分の 225 を 100

分の 230 に、同項第２号中、12 月１日基準日の期末手当の率、現行 100 分の 235 を

100 分の 230 に改めるものです。 

附則として、第１条、施行期日等は、この条例は、公布の日から施行し、令和６年

12 月１日から適用します。ただし、第２条の規定は、令和７年４月１日から施行す

るとしております。 

第２条、期末手当の内払では、第１条の規定により既に支給された期末手当は、改

正後の給与条例による期末手当の内払とみなす旨の規定であります。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい。討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 61 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 61 号 枝幸町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第６２号 

○議長（小原 仁君） 日程第 15 議案第 62 号 枝幸町職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案書９ページでございます。 
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議案第 62 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出、枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

本件条例改正案につきましても、人事院勧告に関連するものであります。改めて人

事院勧告の内容を申し上げます。 

公務員と民間の給与比較の結果、月例給ボーナス等のいずれについても、民間が公

務員を上回っており、それらを引き上げる勧告となっております。 

月例給は、民間給与との比平均格差１万 1,183 円、2.76％を埋めるため、採用職

員の初任給を大卒程度で２万 3,800 円、高卒者で２万 1,400 円引き上げるなど、若

年層に重点を置きつつ、概ね 30 歳代後半までの職員に重点を置いて、全俸給表の引

き上げを行い、全体で 3.0％の平均改定率となります。 

期末・勤勉手当については、先ほどの議案第 61 号と同様に 0.1 ヶ月分を引き上げ、

これまでの年間支給月数 4.5 ヶ月分を 4.6 ヶ月とするものであります。なお、一般

職の 0.1 ヶ月引き上げ分については、期末手当と勤勉手当にそれぞれ均等に配分され

ます。 

また、寒冷地手当は月額 11.3％、地域手当もそれぞれ引き上げされているほか、

扶養手当、管理職員特別勤務手当などの見直しがなされています。 

改正条文案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料に、参考資料によりご

説明申し上げます。別冊、議案関係参考資料 17 ページをお開き願います。 

説明に当たっては、条・項・号の繰り上げ、繰り下げについては省略させていただ

きますのでご了承願います。 

本件も、先ほどの議案第 61 号と同様に２段階の改正であり、第１条は令和６年度

の適用、第２条では令和７年度以降の適用として区分されます。 

はじめに、第１条として、令和６年度の適用についての改正でございます。 

第 20 条、期末手当、第２項中、現行 100 分の 122.5 を 100 分の 127.5 に、また

定年前再任用短時間勤務職員に係る第３項の読み替え部分を同様に改め、100 分の

68.75 を 100 分の 71.25 にそれぞれ改めます。 

次に、17 ページ下段から 18 ページ上段、第 21 条、勤勉手当、第２項第１号中、

100 分の 102.5 を 100 分の 107.5 に、また、同項第２号の定年前再任用短時間勤務

職員については、100 分の 48.75 を 100 分の 51.25 にそれぞれ改めます。 

その下、第 22 条、寒冷地手当、第２項に掲げる表中、世帯等の区分別で、世帯主

で扶養親族のある職員２万 3,360 円を２万 6,000 円に、その他の世帯主である職員

１万 3,060 円を１万 4,500 円に、その他の職員 8,800 円を 9,800 円にそれぞれ改め

ます。 

18 ページ下段から 24 ページ上段までが別表第１行政職給料表、その下、24 ペー

ジから 29 ページ上段までが別表第３医療職給料表（二）、その下、29 ページから

36 ページまでが別表第４医療職給料表（三）であり、それぞれ人事院勧告に伴う給

与月額の改正であります。 

次に、37 ページをお開き願います。第２条として、令和７年度以降の適用につい

ての改正です。 

第９条、扶養手当、第２項第１号、配偶者に係る手当を廃止削除し、第２号以後の
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号を繰り上げています。第３項中では、現行の第２号の子にかかる月額１万円を１万

3,000 円に引き上げています。 

なお、この扶養手当については、附則にて特例措置を設けて、２年間で段階的に実

施します。この内容については、後ほど附則の際にご説明させていただきます。 

その下から 38 ページ上段の第 10 条第２号では、第９条第２項の号の繰上げによる

ものであります。 

その下、第 11 条、地域手当、第２項中、100 分の３を 100 分の４に改めます。 

その下、第 19 条の３、管理職員特別勤務手当、第２項中、平日深夜にかかる支給

対象時間について、午前０時からを午後 10 時からに改めます。 

その下、第 20 条、期末手当、及び第 39 すいません、39 ページ、第 21 条、勤勉手

当については、先ほどの第１条の改正が条文に溶け込んだことを前提とした改正であ

ります。 

38 ページ下段、第 20 条、期末手当、第２項中、100 分の 127.5 を 100 分の 125

に、また、定年前再任用短時間勤務職員に係る第３項の読む読み替え部分も同様に改

め、100 分の 71.25 を 100 分の 70 にそれぞれ改めます。 

39 ページ、第 21 条、勤勉手当、第２項第１号中、100 分の 107.5 を 100 分の 105

に、また、同項第２号の定年前再任用短時間勤務職員については、100 分の 51.25 を

100 分の 50 にそれぞれ改めます。 

その下、第 23 条、特定の職員についての適用除外、第２項中、定年前再任用短時

間勤務職員の手当の支給の拡大に伴い、第 11 条の２、単身赴任手当、前条 22 条、寒

冷地手当を削除しています。 

39 ページ下段から 55 ページ上段までの別表第１行政職給料表、別表第３医療職給

料表（二）、別表第４医療職給料表（三）については、昇格時の最低水準の引き上げ

として、３級以上主任・係長の初号近辺の号俸をカットした給料表に改めております。 

55 ページ中段、附則として、附則第１条、施行期日等、第１項は、この改正条例

中、第１条は、公布の日からとし、第２条は、令和７年４月１日からとしています。

なお、同条第２項では、第１条の規定のうち、第 20 条、期末手当、及び 21 条、勤勉

手当については、令和６年 12 月１日から適用し、各給料表、及び第 22 条、寒冷地手

当については、令和６年４月１日から適用とする。 

その下、附則第２条、給与の内払では、既に支給された給与は改正後の給与条例に

よる内払とみなす旨の規定です。 

その下、附則第３条、扶養手当に関する特例措置を設け、２年間で段階的に実施し

ます。令和７年４月から令和８年３月までは、現行第１号、配偶者については、現行

6,500 円を 3,000 円に、現行第２号、子については、現行１万円を１万 1,500 円に、

令和８年４月からは、改正後のとおり、第１号、配偶者については廃止、第２号、子

については１万 3,000 円とします。 

その下、附則第４条、特定の号俸の切り替え等では、３級以上の職員は、令和７年

４月１日より、次の別表のとおり新号俸に切り替わります。 

以上、提案内容の説明とさせていただきます。ご審議のうえ、ご決定賜りますよう

お願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 62 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 62 号 枝幸町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第６３号 ～ 日程第１７ 議案第６４号 

○議長（小原 仁君） 日程第 16 議案第 63 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職

員の給与に関する条例の一部を改正する条例について。日程第 17 議案第 64 号 枝

幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてを議題といたします。 

以上の２件は、関連性、関連がありますので、一括議題として審議したいと思い思

いますが、一括議題とすることにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第 63 号及び議案第 64 号の２件の議案は、一括議案とすることに

決定いたしました。 

提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

（総務課長髙瀨雅之君 登壇） 

○総務課長（髙瀨雅之君） 議案第 63 号、議案第 64 号について、一括提案のご説明

を申し上げます。 

議案書 48 ページでございます。 

議案第 63 号 枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について。 

枝幸町フルタイム会計任、すいません、フルタイム会計年度任用職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

続きまして、49 ページ、議案第 64 号 枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報

酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

２件の条例に改正、条例改正について、提案理由の説明を申し上げます。 
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本件条例改正案につきましても、人事院勧告に関連するものであります。 

会計年度任用職員の給料表については、枝幸町職員の給与に関する条例の給料表を

準用しており、この改正により、職員と同様に給料月額の引き上げを行うものであり

ます。 

改正条文の内容は、議案本文にて説明申し上げますので、該当条文の全文をご確認

いただく場合は、別冊の議案関係参考資料 70 ページ及び 71 ページをご参照願います。 

改めて、議案 48 ページ、フルタイム会計年度任用職員の改正です。 

一部改正する条文は、附則第４項、給料表の適用等の中、令和５年度条例第 36 号

を令和６年条例第 号に改める。 

附則でありますが、この条例は、公布の日から施行する。 

続きまして、議案 49 ページ、パートタイム会計年度任用職員の改正です。 

一部改正する条文は、附則第４項、給料表の適用中、適用等中、令和５年度条例第

37 号を令和６年条例第 号に改める。 

附則でありますが、この条例は、公布の日から施行する。 

以上、議案第 63 号及び第 64 号の提案内容の説明とさせていただきます。 

ご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 63 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 63 号、枝幸町フルタイム会計年度任用職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

続いて、議案第 64 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 64 号、枝幸町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手

当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決さ

れました。 

それでは、もう、かなり時間も経っており、１時間以上経っておりますので、３時

40 分、15 時 40 分まで休憩したいと思います。 

休憩 午後３時２４分 

再開 午後３時４０分 
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◎日程第１８ 議案第６５号 

○議長（小原 仁君） それでは、休憩を除きまして、会議を再開いたします。 

日程第 18、議案第 65 号、枝幸町こどもセンター条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の 50 ページをお開きください。 

議案第 65 号 枝幸町こどもセンター条例について。 

枝幸町こどもセンター条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

令和４年９月策定の枝幸町保育施設等長寿命化機能集約化計画に基づき行っており

ます児童福祉施設複合化による歌登保育所への機能集約に伴い、児童館機能の一部で

ある子どもの遊び場を保育所施設の一部を使用し、開設することによる制定でござい

ます。 

条例案の内容につきましては、議案の条文に沿ってご説明申し上げます。 

第１条は、設置の目的について定めており、児童に健全な遊び場を与えることによ

り、健康増進、情操豊かにする旨を規定しております。 

第２条は、こどもセンターの名称及び位置について定めており、名称は歌登地区で

あることから、歌登こどもセンターと規定し、位置につきましては、歌登保育所の住

所である枝幸郡枝幸町歌登南町 1076 番地 10 と規定しております。 

第３条は、管理について定めており、こどもセンターの管理は、町長がこれを行う

と規定しております。 

第４条は、使用対象の範囲について定めており、1 号では、子ども及びこれに同伴

する者、２号では、その他町長が適当と認めた者と規定しております。 

第５条は、使用の制限について定めており、第１号、第１項１号では、保護者の同

伴しない幼児であるとき、２号では、公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害するおそ

れがあるとき、３号では、建物及び附属設備等を毀損するおそれがあるとき、４号で

は、その他、管理運営上支障があるときのいずれかに該当すると認めたときは使用を

禁止し、退所させることができると規定しております。 

第２項では、町長は、使用者が前項の処分によって損害を受けることがあっても、

その責めを負わないとしております。 

第６条は、使用料について定めており、こどもセンターの使用料は無料とすると規

定しております。 

第７条は、損害賠償について定めており、建物及び附属設備等を損傷、滅失したと

きの原状回復、損害額の賠償に関し規定しております。ただし、やむを得ない理由が

あると認めたときは、その全部又は一部を免除することができるとしております。 

第８条は、この条例に定めるもののほか、必要な事項は規則で定めることとしてお

ります。 

附則でございますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 65 号の提案理由及び内容の説明とさせ
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ていただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 65 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 65 号 枝幸町こどもセンター条例については、原案のとおり

可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第６６号 

○議長（小原 仁君） 日程第 19 議案第 66 号 枝幸町放課後児童健全育成事業条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

町民課参事。 

（町民課参事岡部智富美君 登壇） 

○町民課参事（岡部智富美君） 議案書の 51 ページをお開きください。 

議案第 66 号 枝幸町放課後児童健全育成条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町放課後児童健全育成条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和 6 年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由のご説明を申し上げます。 

児童福祉施設の複合化により、歌登児童館・フォレストピアホール内で行われてお

りました学童保育を歌登保育所施設の一部を使用し、行うことに伴う住所変更でござ

います。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていた

だきます。議案関係参考資料の 72 ページをご覧ください。 

第２条第２項中、枝幸町歌登南町 1076 番地 42 を 10 に改め、歌登児童館・フォレ

ストピアホール内を削るものでございます。 

附則でございますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとしております。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 66 号の提案理由及び内容説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 
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これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 66 号について採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 66 号 枝幸町放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する

条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２０ 議案第６７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 20 議案第 67 号 枝幸町重度心身障害者及びひとり

親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課参事。 

（保健福祉課参事宇佐美貴広君 登壇） 

○保健福祉課参事（宇佐美貴広君） 議案書の 52 ページをお開きください。 

議案第 67 号 枝幸町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する

条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由をご説明申し上げます。 

令和５年６月に、番号法等の一部を改正する法律が国において公布となり、本年

12 月２日以降は、マイナンバーカードを健康保険証として利用する、いわゆるマイ

ナ保険証の仕組みが基本となっておりますことから、本条例における被保険者証の提

示に係る規定の改正を行うものでございます。 

一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明させていた

だきます。議案関係参考資料の 73 ページをご覧ください。 

左側、現行の受給者証の提示として、第７条でございますが、重度心身障害者及び

ひとり親家庭等の医療費助成の決定を受けた方が、医療機関を受診される際には、被

保険者証及び組合員証及び、失礼しました、被保険者証又は組合員証及び受給者証を

ご提示いただくものとしておりましたが、右側の改正後においては、被保険者証又は

組合員証を削除し、受給者の受給者証のみの提示に改めるものでございます。 

なお、医療保険加入資格につきましては、健康保険各法において、医療受診時に資

格確認の義務付けがなされておりますことから、これまで同様の取り扱いとなり、改

正による影響はありません。 
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附則でございますが、この条例は、公布の日から施行し、令和６年 12 月２日から

適用するものとしてございます。 

以上、大変雑駁ではございますが、議案第 67 号の提案理由及び内容説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ございませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、質疑なしと認めます。こういう質疑を終わります。 

これから討論を行います討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 67 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 67 号 枝幸町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の

助成に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第６８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 21 議案第 68 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

はい、観光課参事。 

（観光課参事堀川 光君 登壇） 

○観光課参事（堀川 光君） 議案書 53 ページでございます。 

議案第 68 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例について。 

枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

今回の一部改正につきましては、別表中に定めております保養施設の使用料につい

て、昨今の原材料価格及びエネルギー価格の高騰により、使用料の見直しを図る中で、

うたのぼりグリーンパークホテルの入浴料を改定するものです。 

改正条例案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。74 ページをお開きください。 

別表第 12 条関係では、うたのぼりグリーンパークホテルの使用料の改定で、改正

後、大人入浴料 520 円、回数券 11 枚つづり 5,200 円、回数券 23 枚つづり１万 400

円となります。 

その下、小人の使用料では、小人入浴料 260 円、回数券 11 枚つづり 2,600 円、回

数券 23 枚つづり 5,100 円となります。 

この条例の附則でございますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとし
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ております。なお、これにより、指定管理者での当該使用料は、来年４月１日に料金

を改定する予定であります。 

以上、簡単ではございますが、議案第 68 号についての提案説明とさせていただき

ます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君）以上で、本案に対する提案理由の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口君。 

○５番（野口洋郎君） １点確認します。回数券と 11 枚つづり、23 枚つづりですけ

れども、これを改正前に買ってた場合、使うのは、改定後になった場合の差額につい

ては、どういうふうに考えていますか。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまの野口議員のご質問にお答えします。 

これにつきましては、指定管理者と協議しまして、改定前の回数券を改正後４月１

日以降もそのまま利用できるように運用したいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。 

はい、１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷です。 

グリーンパークの宿泊者は、朝何時から入りますか。お風呂。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） グリーンパークホテルの宿泊者でございますか。 

はい、午前５時から入れるようになっていると運用してるはずです。 

すいません。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） そしたら、一般使用の午前９時から 10 時を、宿泊者として

は朝から入れるのでしたら、利用者がちょっと増えることになりませんかね。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） 一般利用者の方の利用を早めるということでしょうと

いうことですよね。 

実は、宿泊者と一般利用者の間にですね清掃等を行っておりますので、ちょっとそ

こら辺の運用については難しいかなというふうに考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） １番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） 清掃の時はしょうがないとして、例えば朝５時から８時まで

は朝入りますので、８時から９時まで清掃ですよね。その間はもう一般の人は使えな

い。もう数は使えないけども、もしかしたら、一般の人が朝から入るようにしたら利

用者が増えるんじゃないかなという意見で、意見です。 

○議長（小原 仁君） 観光課参事。 

○観光課参事（堀川 光君） ただいまのご質問にお答えします。 

そうですね、利用時間を早めることにより利用者の拡大というところはできる可能

性はあるんですけれども、やはりその清掃の方ですね、しっかりさせていただいて、
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それからご利用していただくっていうのが衛生上等もございますので、そこら辺につ

きましては、ちょっと難しいかなと私の方では考えておりますが、今後は、ちょっと

そういうところもですね検討していきたいと考えております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。他にございませんか。はい、質疑な

しと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） はい、討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 68 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 68 号 枝幸町保養施設条例の一部を改正する条例については、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第６９号 

○議長（小原 仁君） 日程第 22 議案第 69 号 枝幸町国民健康保険病院使用料等

の条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

病院事務局長。 

（病院事務局長神尾尚人君 登壇） 

○病院事務局長（神尾尚人君） 議案書 54 ページでございます。 

議案第 69 号 枝幸町国民健康保険病院使用料等条例の一部を改正する条例につい

て。 

枝幸町国民健康保険病院使用料等条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律、いわ

ゆるマイナンバー法の一部改正により、マイナンバーカードと健康保険証が一体化、

マイナ保険証とすることに伴い、本年 12 月２日より、従来の健康保険証から移行さ

れるとともに、マイナ保険証により、オンライン資格確認を受けることができない状

況にある方が必要な保険診療を受けられるよう、その方からの求めに応じ、各医療保

険者等は、資格確認書を提供することとなりました。 

本条例第２条第３項には、保険の給付の対象とならないものや、被保険者証・健康

保険証の提示のないものの療養にかかる診療費の額についての規定があることから、

法改正に併せて所要の改正を行うものであります。 

条例改正案の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料によりご説明申し上げ

ます。75 ページをお開きください。 

右側が改正後ですが、第２条使用料等の額の第３項中、被保険者証の提示のない者

を、医療保険各法の規定による電子資格確認等により被保険者、組合員、加入者又は
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被扶養者であることの確認ができない者に改め、本文から被保険者証に関する文言を

削除するものであります。 

附則として、第１項、施行期日では、この条例は公布の日から施行し、令和６年

12 月２日から適用するとし、第２項、経過措置では、読み替え規定により、来年、

令和７年 12 月１日までの間は、有効期間が経過していない被保険者等証の提示のな

い者も改正後の規定の対象にするものであります。 

以上、議案第 69 号の内容説明とさせていただきます。 

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 69 号について採決をいたします。 

本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 69 号 枝幸町国民健康保険病院使用料等の一部の条例の一部

を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２３ 議案第７０号 

○議長（小原 仁君） 日程第 23、議案第 70 号、枝幸町児童館・フォレストピアホ

ール条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

社会教育課長。 

（社会教育課長米津功司君 登壇） 

○社会教育課長（米津功司君） 議案書の 55 ページをお開きください。 

議案第 70 号 枝幸町児童館・フォレストピアホール条例の一部を改正する条例に

ついて。 

枝幸町児童館・フォレストピアホール条例の一部を改正する条例を次のとおり制定

する。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

提案理由の説明を申し上げます。 

令和７年４月より、歌登児童館・フォレストピアホールは、学童保育所及び児童館

機能を歌登保育所内に移設することから、本施設の機能がフォレストピアホールのみ

となります。所管も町民課から教育委員会社会教育課に移管となり、施設も児童福祉

施設から社会教育施設となることから、本条例の一部を改正するものであります。 

なお、フォレストピアホールは、建物及び設備の老朽化対策や、今後の利用方針な

ど、当分の間、施設を休館し、今後の方向性を検討してまいります。 
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一部改正の内容につきましては、別冊の議案関係参考資料により説明させていただ

きます。参考資料の 76 ページをお開きください。 

左側が現行で、右側が今回の改正後の内容となります。まず、右側の改正後の改正

後をごらんください。 

題名ですが、児童館を削り、枝幸町フォレストピアホール条例とするものでありま

す。 

第１条第１項、設置ですが、町民の生活文化の創造と福祉の増進に寄与するために

改め、同条第２項を削除するものであります。 

第２条、施設の名称ですが、児童館を削り、歌登フォレストピアホールに変更する

ものです。 

左側、現行の下段をご覧ください。第３条及び 77 ページ上段の第４条は、児童館

事業に係る条文、児童館事業に係る条文であることから、条の全文を削除するもので

あります。 

77 ページ中段、右側の改正後をご覧ください。 

第３条から 79 ページの第 12 項まで、施設の管理、使用の承認、使用に関する条文

であり、所管が枝幸町から教育委員会に移管となることに伴い、枝幸町及び町長を教

育委員会に改めるものでございます。 

79 ページ下段、13 条、第 14 条は、児童館の部分を削除するものであります。 

80 ページをお開きください。上段、別表第 10 条関係ですが、フォレストピアを削

る改正でございます。 

附則でありますが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとしてございます。 

以上、大変雑駁でございますが、議案第 70 号の提案理由及び内容の説明とさせて

いただきます。 

よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 参考資料の 77 ページの管理ですね、管理、第３条の２項、

ホールは、常に良好な状態において管理し、設置目的に応じて最も効率的な運営をし

なければならない。この部分は残すということですね。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） 野口委員の質問にお答えいたします。 

この部分については残す方向でしております。はい。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） わかりました。フォレストピアホールについては、常に良好

な状態に応じて管理しっていう、そういう理解でよろしいということですね。 

○議長（小原 仁君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（米津功司君） はい、そのようなことで、ございます。 

○５番（野口洋郎君） 了解です。 

○議長（小原 仁君） はい、他にございませんか。ありませんか。 

はい、質疑ないということでございますので、これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 70 号についてを採決いたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 70 号 枝幸町児童館・フォレストピアホール条例の一部を改

正する条例については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第７１号 

○議長（小原 仁君） 日程第 24 議案第 71 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予

算についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 57 ページでございます。 

議案第 71 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算について 

令和６年度枝幸町一般会計補正予算第５号は、別紙に定めるところによる。 

令和６年 12 月 17 日提出 枝幸町長。 

別冊、一般会計補正予算書第５号の１ページ目をお開き願います。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,705 万

9,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ 129 億 5,411 万 8,000

円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、第２表、債務負担行為補正

による。 

地方債の補正、第３条、地方債の変更は、第３表、地方債補正による。 

４ページをお開き願います。 

第２表、債務負担行為の補正でございます。追加が３件ございます。１件目は、事

項、保養施設整備事業、改修工事で、期間は令和６年度から令和７年度まで、限度額

は 2,600 万円で、内容は、ホテルニュー幸林の温泉ポンプ制御盤更新に係る半導体な

ど部品調達に時間を要するため早期発注が必要なためでございます。 

２件目は、事項、小学校教材等整備経費、教材購入費で、期間は令和６年度から令

和７年度まで、限度額は 170 万円。３件目は、事項、中学校教材等整備経費、教材等

購入で、期間は令和６年度から令和７年度まで、限度額は 780 万円でございます。こ

れら２件の追加は、契約が２月下旬予定で、納入期限が４月上旬であり、年度をまた

ぐ契約となるためでございます。 

続いて、５ページ、第３表、地方債補正でございます。変更が２件ございます。変

更内容は全て限度額のみで、記載の方法、利率、償還の方法については変更はござい
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ません。１件目は、脱炭素化推進事業で、補正前限度額 580 万円を補正後限度額 520

万円に減額。２件目は過疎対策事業で、補正前限度額 13 億 8,000 万円を補正限度額

13 億 6,820 万円に減額するもので、これら２件の変更は、事業費の確定並びに精査

などによるものでございます。 

今回の補正予算につきましては、歳出では、主に病院への運営経費の負担や、中小

企業等への雇用促進住宅建設支援に係る補助金の増額など。また、各事務事業の精査

による不用額の整理及び各特別会計、簡易水道事業会計の繰出金等の調整などを行っ

ております。 

歳入では、各事務事業の精査による国・道支出金及び町債等の調整をし、財政調整

基金繰入金の増額を行っております。 

それでは、事項別明細書により補正額をもってご説明申し上げます。12 ページを

お開きください。歳入でございます。 

13 款分担金及び負担金、２項負担金は 30 万 9,000 円の増額で、老人福祉費負担金

などの精査。15 款国庫支出金、１項国庫負担金は 22 万 5,000 円の増額で、保健衛生

費負担金でございます。 

16 款道支出金は 1,868 万 9,000 円の減額。内訳は、１項道負担金が 130 万 9,000

円の減額で、主なものは、社会福祉費負担金。２項道補助金が 1,738 万円の減額で、

主なものは、林業費補助金などでございます。 

19 款１項繰入金は 4,709 万 8,000 円の増額で、財政調整基金繰入金。21 款諸収入、

５項雑入は、51 万 6,000 円の増額で給食費収入でございます。 

22 款１項町債は 1,240 万円の減額で、事業費の確定並びに精査などによるもので

ございます。 

以上、下段の歳入合計は、補正前の額 129 億 3,705 万 9,000 円に対し、1,705 万

9,000 円を増額し、129 億 5,411 万 8,000 円とするものです。 

歳入は以上でございます。 

続いて、歳出でございます。16 ページをお開きください。 

２款総務費は 866 万 1,000 円の増額。内訳は、１項総務管理費が 514 万 7,000 円

の増額で、主なものは、17 ページ下、情報システム標準化事業 375 万円の増額。19

ページ上、地方バス路線維持事業 282 万 5,000 円の増額でございます。 

20 ページ、２項徴税費は 27 万 6,000 円の減額で、税務事務経費。３項戸籍住民基

本台帳費は 379 万円の増額で、住民基本台帳ネットワークシステム管理経費でござい

ます。総務費は以上です。 

22 ページをお開きください。３款民生費は 902 万 3,000 円の増額。内訳は、１項

社会福祉福祉費が 145 万 5,000 円の減額で、主なものは、23 ページ二つ目、国民健

康保険事業特別会計繰出金 136 万 4,000 円、その下、介護保険事業特別会計繰出金

183 万 9,000 円をそれぞれ増額。25 ページ上、後期高齢者医療事業特別会計繰出金

223 万 9,000 円、その下、後期高齢者医療広域連合事業 198 万円のそれぞれ減額で

ございます。 

24 ページに戻りまして、２項児童福祉費が 1,047 万 8,000 円の増額で、主なもの

は、25 ページ下、認定こども園管理運営経費 606 万 7,000 円の増額。27 ページ上、

音標保育所管理運営経費 134 万 6,000 円の減額。一番下、南宗谷子ども通園センタ

ー管理運営経費 143 万 2,000 円の増額でございます。民生費は以上です。 
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30 ページをお開きください。４款衛生費は 2,905 万 6,000 円の増額。内訳は、１

項保健衛生費が 3,219 万 3,000 円の増額で、主なものは、31 ページ上、簡易水道事

業会計出資及び運営経費 513 万 3,000 円、その下、国民健康保険病院事業会計出資

及び運営経費 2,578 万 3,000 円のそれぞれ増額。33 ページ二つ目、予防接種経費

104 万 6,000 円の増額でございます。 

32 ページに戻りまして、２項清掃費が 313 万 7,000 円の減額で、主なものは、33

ページ下、歌登一般廃棄物埋立処分地施設管理経費 341 万 4,000 円の減額でござい

ます。衛生費は以上です。 

36 ページをお開きください。５款労働費、1 項労働諸費は６万 2,000 円の減額で、

労働事務経費でございます。 

38 ページ、６款農林水産業費は 2,328 万 4,000 円の減額。内訳は、１項農業費が

19 万 5,000 円の増額で、中山間地域等直接支払制度交付金事業でございます。 

２項林業費が 2,319 万 4,000 円の減額で、主なものは、39 ページ中ほど、森林づ

くり推進事業 287 万円、一番下、森林環境保全整備事業 2,125 万円それぞれ減額で

ございます。 

40 ページ、３項水産業費が 28 万 5,000 円の減額で、水産振興事務経費他、精査に

よるものでございます。農林水産業費は以上でございます。 

42 ページをお開きください。７款１項商工費は 1,399 万 2,000 円の増額。主なも

のは、43 ページ二つ目、中小企業等活性化助成事業 111 万 3,000 円、その下、中小

企業者等雇用促進住宅建設支援事業 1,270 万 7,000 円をそれぞれ増額。その下、GFP

グローバル産地づくり推進事業 113 万円の減額。一番下、保養施設等整備事業 111

万 6,000 円の増額でございます。商工費は以上です。 

44 ページをお開きください。８款土木費は 250 万 8,000 円の増額。内訳は、１項

道路橋梁費が 144 万 7,000 円の増額で、主なものは、45 ページ上、道路管理経費

120 万 1,000 円の増額。 

44 ページに戻りまして、３項港湾費が 393 万 3,000 円の減額で、主なものは、45

ページ中ほど、港湾管理経費 393 万 6,000 円の減額。 

44 ページに戻りまして、４項都市計画費は 176 万 7,000 円の増額で、下水道事業

会計出資及び運営経費でございます。 

46 ページ、５項住宅費が 322 万 7,000 円の増額で、公営住宅管理経費でございま

す。土木費は以上です。 

48 ページをお開きください。９款１項消防費は、南宗谷消防組合負担金の精査に

より 885 万 1,000 円の増額で、内訳は 49 ページに記載のとおりでございます。 

50 ページをお開きください。10 款教育費は 324 万 3,000 円の増額。内訳は、１項

教育総務費が 389 万 2,000 円の減額で、主なものは、51 ページ上、特別支援教育支

援員配置事業 432 万 6,000 円の減額。 

50 ページに戻りまして、２項小学校費が 322 万 3,000 円の増額で、主なものは、

51 ページ下、小学校管理経費 341 万 9,000 円の増額でございます。 

52 ページ、３項中学校費が 136 万 1,000 円の増額で中学校管理経費、４項社会教

育費が 22 万 4,000 円の増額で文化振興事務経費などの精査によるものでございます。 

54 ページ、５項保健体育費が 232 万 7,000 円の増額で、主なものは、57 ページ、

給食センター管理運営経費 225 万 8,000 円の増額でございます。教育費は以上です。 
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58 ページになります。12 款１項公債費は 2,397 万 1,000 円の減額で、町債償還の

元金及び利子の精査によるものでございます。 

60 ページをお開きください。13 款１項職員費は、1,095 万 8,000 円の減額で、給

与費でございます。 

以上、下段の歳出合計は、補正前の額 129 億 3,705 万 9,000 円に対し 1,705 万

9,000 円を増額し、129 億 5,411 万 8,000 円とするものです。 

63 ページ以降の予算説明書につきましては、説明を省略させていただきます。 

以上、令和６年度枝幸町一般会計補正予算第５号の内容説明とさせていただきます。 

なお、予算付属資料として、普通建設事業補正予算一覧表を添付しております。ま

た、11 月末の令和６年度建設工事等発注一覧表を参考資料として配付させていただ

いてきましたので、併せてご参照ください。 

それでは、よろしくご審議のうえ、ご決定くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、本案に対する提案理由の説明が終わりま

した。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１番岩谷議員。 

○１番（岩谷隆行君） １番岩谷です。 

43 ページの GAP グローバル産地づくりの推進事業が 100 万円ぐらい下がってるけ

ど、これ何か明細ございますか。理由が。 

○議長（小原 仁君） 水産商工課長補佐。 

○水産商工課長補佐（高橋宗介君） ただいまの岩谷議員のご質問にお答えさせてい

ただきます。 

本 GFP グローバル産地づくり推進事業補助金につきましては、令和６年度から補助

要綱が変わったことによりまして、対象事業費は減とさせていただいたことによる補

助金の減となっていおります。 

同時に、支出額についても同様に落としております。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい、他にございませんか。よろしいです

か。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） ６番小林です。 

まず、19 ページ一番上ですか、地方バス路線維持事業が 282 万 5,000 円増額とい

うことで、地域間の方が 335 万ぐらい上がってて、しかも逆に 50 万ぐらい下がって

ると、この辺の要因について教えていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 企画課長。 

○企画課長（中川一広君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

地方バス路線維持事業地域間幹線系統確保維持補助金 335 万 7000 円の増額でござ

いますが、これについては、宗谷バスで運行する路線バス、浜頓別線と雄武線の事実

上の赤字というような形になってございます。この金額がですね増額になった理由と

いたしましては、他と同じような状態でですね、燃料費の高騰、こういったものが響

いて、経費の方が大幅に上昇したことによる赤字額の増加という形で、町の方からの

支援を増額させていただいております。 
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続いて年間路線の維持補助金につきましては、過去３ヶ年程度のですね実績を見て

予算編成をさせていただいておりますが、ご承知のとおりですね、令和６年４月１日

から道北バスの運行する旭川線が休止となっております。こういった絡みもございま

して、若干ですね、宗谷バスの運行する旭川線、こういったところにですね、乗客が

移ってきているというような状況もございまして、このような状態になっているとい

うことで、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（小原 仁君） いいですか。 

○６番（小林正浩君） はい、わかりました。 

○議長（小原 仁君） はい、もう他にありますか。 

はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 続きましてなんですけれど、25 ページ一番下段の認定こど

も園の管理経費ですか。これがパートタイム職員の方々のが増えているということで、

この辺についても、ちょっと教えていただければと思います。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） はい、ただいまのご質問に答えたいと思います。 

認定こども園のパートタイムの会計年度任用職員の報酬の方でよろしかったですか。 

こちらの方はですね、やはり、今回の人勧を受けまして賃金が上がっていってます

ね。その中でも、やはりパートさんの中で、長い間勤めていた方で上がり幅が多い方

とかもいらっしゃるので、その辺が上がっていったことで、このような数字になって

おります。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 併せて、認定こども園の運営状況って言ったらいいのか、子

どもたちの数とか、そういうのは、計画的に進めてそのとおりであるのかという、そ

の辺のことも併せて教えていただければ。 

○議長（小原 仁君） いいですか、町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

今のところですけれども、入所状況につきましては、今月全員で 128 名ほど入所し

ております。 

実際の入所児童できる人数ですけれども 145 名となっておりまして、こちらの方は、

予定どおりというところにはなっております。 

その予定どおりの人数に合わせまして、このようにパート職員、フルタイム職員、

正規職員などを雇用しております。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） もう一点、125 名で定員よりも差が少ないということなので、

待機しているお子さんとか、そういう方はいらっしゃらないという認識でよろしいで

すか。 

○議長（小原 仁君） 町民課参事。 

○町民課参事（岡部智富美君） ただいまの小林議員のご質問にお答えいたします。 

待機されている児童は、いないということになっております。はい。 

○議長（小原 仁君） いいですか。よろしいですか。 
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はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 最後に、31 ページの国民健康保険病院事業会計の出資が

2,500 万以上上がってますが、この要因についてもご説明願えればと思います。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 小林議員のご質問にお答えいたします。 

こちらの明細も入っておりますけども、この中で、下の方の２行目にですね、医師

確保の、医師確保に要する経費がですね増えております。これが今回増えた主な要因

となっています。 

理由といたしましては、診療科というかですね、出張診療のお医者さんが増えてい

ますし、あと、今回でいきますと、インフルエンザのためにですね、医師を、今の常

勤の医師じゃなくて、新たに来ていただいてですね、そういう方の報酬もあります。 

また、都市間バスのですねダイヤ改正、７月からありまして、それでお医者さんが

来ていただく時間帯に合わない場合はですね、営業車による送迎を行ってますので、

その部分でかなりの費用が増えてます。 

その部分をですね、補助金として出していただいてることになってます。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今、インフルエンザっていうお話があったと思うんですが、

やはり発熱外来が非常に混雑してるってい噂が町民の中ではあるんですが、新型コロ

ナ、インフルエンザ、今の状況ってのはどういう状況になってますか。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） 小林議員のご質問にお答えいたします。 

まず、インフルエンザの状況です。今月、検査により陽性という確認ができたのは

25 名、今のところですね。はい。 

そして新型コロナに関していきますと、今月は 10 人というふうになっております。 

累計でいきますとですね、今年度は、インフルエンザに関していきますと、５月か

ら 11 月は発生がなくてですね、トータルで 26、そして新型コロナに関しましては、

今年度は 12 月までで 246 人というふうになっております。 

昨年と比べますとですね、昨年の 12 月までですと、新型コロナの感染の検査で確

認されたものは 284 ということで、インフルエンザは同じく 12 月までで 453 という

ことですので、今年に関しては、昨年と比較すると少ないという状況にはなっており

ます。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） はい、６番小林議員。 

○６番（小林正浩君） 今の数を聞いてインフルエンザなんか全国的にとんでもない

増えてるっていう話だったんで、当町についてはすごく安定してるっていう印象を持

って安心しました。 

職員の方とか、そういう方々は発症されてる率っていうか、数、病院内で蔓延する

ような状況ではないですよね、今の話聞いたら。 

○議長（小原 仁君） 病院事務局長。 

○病院事務局長（神尾尚人君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

何人かはいらっしゃいますけども、そういう蔓延とかですね、そういう広がってい
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る状況ではありません。 

はい、以上です。 

○議長（小原 仁君） 質問よろしいですか。他にございませんか。 

企画課長。 

○企画課長（中川一広君） 先ほどのですね、小林議員のご質問に対して、都市間路

線維持補助金についてお答えさせていただいたんですけれども、ちょっと勘違いがご

ざいましたので、修正をさせていただきたいと思います。 

今回のですね 53 万 2,000 円の減額、これについてはですね、あくまでも予算精査

というような形になってございます。 

先ほど言ったようなですね理由というのは、令和６年度の赤字補填分ということで、

来年度に跳ね返ってくる事案になりますので、昨年度につきましては、今回のこの

53 万 2000 円の減額につきましては、令和５年度分の精査というような形になってご

ざいまして、令和４年度分のですね都市間路線の維持補助金に比べまして 34 万

4,000 円の増額となって、546 万 8,000 円を宗谷バスさんの方に補助しています。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。はい。他にございませんか。 

はい、５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 一点、57 ページのですね、給食センター管理運営経費の賄

材料費がですね 600 万の増額になっています。これの理由ですね、ここをまず教えて

ください。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまの野口議員のご質問にお答えをいたします。 

報道等でもご承知のとおりですね、お米、それから野菜、いろいろなものがですね、

調理も含めてですね、いろいろなものが値上がりということで、本当、５月もそうで

すし、ずっと値上がりが続いてる状態でございます。 

その辺の影響からですね、補正をさせていただくものでございます。。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） 本当に米が高くて参るっていうねそんな状況だと思うんです

が、ただこれですね、ちょっと今後下がるという見込みもほとんどないっていうよう

な状況で、このまま恒常的に上がったままになってしまうのではないかというふうに

危惧しているんですが、これによって給食費の値上げですとか、そういったものを考

えているのか、いないのか、いないのか、ちょっと教えてください。 

○議長（小原 仁君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三浦淳史君） ただいまのご質問にお答えをいたします。 

内部でもですね、教育委員会内部でも、実はちょっと検討させていただきました。 

ただですね、やはり、今、賃金は上がってるとは言ってもですね、いろいろなもの

が値上がりしてございます。 

そういった中で、実質賃金赤字というふうによく言われております。 

そういった事情からですね、このような状況の中で、ご負担をですね増やすという

のは、ちょっと今は差し控えた方がいいだろうというようなことで、一応、今の時点

でのですね、結論は出ております。 
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ただ、今後ですね、またこの物価の状況、それから経済状況等々をですね勘案いた

しまして、その都度ですね状況を見極めまして、そういった検討については、引き続

き行ってまいりたいというふうに考えてございます。 

以上でございます。 

○議長（小原 仁君） ５番野口議員。 

○５番（野口洋郎君） とりあえずね、値上げしないということで安心しましたけど、

私の一般質問でもあったこども大綱の中でもですね、この給食費については触れてい

ます。 

それで、無償化にしているところがトレンド的なことになっているんですね。 

ですから、できれば無償化に向かって欲しいというこちらの思いもありますし、値

上げはとんでもないぞっていうような感じでもあるので、その辺、ぜひ教育委員会の

方でも検討していただきたいというふうに思います。 

以上です。 

○議長（小原 仁君） よろしいですか。他にございませんか。よろしいですか。 

これ以上、ご質疑がないということでございますので、これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

(「ありません」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これより、議案第 71 号について採決をいたします。 

お諮りいたします。本案については、原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、議案第 71 号 令和６年度枝幸町一般会計補正予算については、原案

のとおり可決されました。 

 

◎延会宣言 

○議長（小原 仁君） 本日は、一般会計補正予算の決定をもって会議を終了したい

と思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

それではこれをもって本日の会議は終了いたします。 

どうも、本日はご苦労さまでした。 

 

（延会 午後４時３８分） 

 

 


